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はじめに 

環境科学院は，平成 17年に地球環境科学研究科を改組し，教員所属組織である

地球環境科学研究院と，それまでも協力講座として参画していた低温科学研究

所，電子科学研究所，触媒化学研究センターに加え，水産科学研究院，北方生

物圏フィールド科学センターと学外から連携機関として防災科学技術研究所の

参画を得，教員総数は 150 余名，入学定員は修士 161 名，博士 64 名の，特定

の学部を持たない総合的な環境科学の大学院として発足しました。その後， 

サステイナビリティ学教育研究センターおよび創成研究機構の教員も参画し，

他方，参画部局の一部教員の他学院への異動および防災科学技術研究所が抜け

る等の変遷を経て現在に至っています。現在は，教員数は約 140 名，学生入学

定員は修士 159 名，博士 63 名です。 

環境科学院では，中期目標期間の報告書を引き継ぐ形で，一昨年，平成 20年度

から平成 22 年度の 3 年分の年次報告書を作成しました。今回は平成 23 年度，

平成 24年度をまとめて発行します。環境科学をどのように教育し，どのような

人材を世に送り出していくべきかという問題とともに，少子化に伴って大学進

学者が減っている昨今の状況を踏まえ，今後どのように学院を運営していくか

は，学部を持たない独立大学院である環境科学院にとっては重要な問題です。

そのような問題を正しく考えていくためには，現状を正しく認識することが 

不可欠です。この報告書をそのための基礎資料とすることを目指しております。

      北海道大学大学院環境科学院長 久保川 厚
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１ 沿革

大学院環境科学研究科

1977(昭和 52 年)  4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程， 環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979(昭和 54 年)  4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980(昭和 55 年)  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987(昭和 62 年) 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988(昭和 63 年)  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

大学院地球環境科学研究科 

1993(平成 5年)  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期課

程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国・イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994(平成 6年)  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995(平成 7年)  3 月 16 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996(平成 8年)  2 月 9 日 イギリス・ノッチンガム大学と部局間交流協定を締結（～2002（平成 14 年）2月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B棟）（第一期 4,580 ㎡）竣工 

1997(平成 9年) 10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国・蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998(平成 10 年) 
 1 月 16 日 

マレーシア連邦・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結（～ 2003（平成 15 年）

1月 15 日） 

2000(平成 12 年)  3 月 27 日 研究棟（現在の C棟）（第二期 5,282 ㎡）竣工 

2003(平成 15 年)  9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

大学院環境科学院 

2005(平成 17 年)  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

 4 月 1 日 統合環境科学部門，地球圏科学部門，環境生物科学部門，物質機能科学部門が設置される 

 4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課程，博士後期課

程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻（修士課程，博士

後期課程）が設置される 

2006(平成 18 年)  8 月 26 日 インドネシア共和国・パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007(平成 19 年)  6 月 13 日 スイス連邦・スイス連邦工科大学チューリッヒ校と大学間交流協定を締結 

2009(平成 21 年) 12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010(平成 22 年) 9 月 2 日 中華民国・国立成功大学と部局間交流協定を締結 

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国・トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国・東南大学と大学間交流協定を締結 

2011(平成 23 年) 4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012(平成24年) 
 5 月 31 日 

ドイツ連邦民主共和国・GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間 

交流協定を締結 

6 月 25 日 中華民国・国立東華大学環境科学院と部局間交流協定を締結 

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

2013(平成25年)  1 月 22 日 アメリカ合衆国・ユタ大学大学院ナノ研究所と部局間交流協定を締結 

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 
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２ 教員組織 

平成23年度 
学院長 嶋津 克明

副学院長 久保川 厚

副学院長 甲山 隆司

23.4.1現在 
専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

環境起学専攻

専攻長
露崎 史朗

人間・生態
システム

高田 壯則 
露崎 史朗
渡邉 悌二
平川 一臣 

藤井 賢彦 
石川 守
白岩 孝行
佐竹 暁子

澤柿 教伸 
佐藤 友徳
根岸淳二郎
戸田 求
宮﨑 真

環境適応科学
古月 文志 新岡 正 

豊田 和弘
沖野 龍文

藏崎 正明

実践環境科学
小野 有吾 
山中 康裕
笹 賀一郎

岡田 直資 

国際環境保全
南川 雅男 
田中 俊逸
田中 教幸

地球圏科学
専攻

専攻長
杉本 敦子

大気海洋
化学・

環境変遷学

杉本 敦子 
吉川 久幸
河村 公隆

山本 正伸 
鈴木 光次
山下 洋平
西岡 純
渡辺 豊
関 宰

入野 智久 
亀山 宗彦
宮﨑 雄三
岩花 剛
濱田 洋平 

雪氷・寒冷圏
科学

藤吉 康志 
渡辺 力
佐藤 篤司
グレーベ， 
ラルフ・ 
ギュンター

白澤 邦男 
中井 専人

杉山 慎 石井 吉之 
兒玉 裕二
曽根 敏雄
的場 澄人
下山 宏
飯塚 芳徳

大気海洋物理
学・気候力学

久保川 厚 
山﨑 孝治
長谷部文雄
大島慶一郎
江淵 直人
三寺 史夫

谷本 陽一 
藤原 正智
青木 茂
堀之内 武
深町 康

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信
川島 正行

4

１−２ 歴代研究科長，研究院長・学院長 
職 名 氏 名 在 任 期 間

大学院環境科学研究科長 関 清 秀  1977（昭和 52 年）4月 1 日～1979（昭和 54 年）3月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54 年）4月 1 日～1980（昭和 55 年）3月 31 日 

明 道 博  1980（昭和 55 年）4月 1 日～1982（昭和 57 年）3月 31 日 

太 田 實  1982（昭和 57 年）4月 1 日～1986（昭和 61 年）3月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61 年）4月 1 日～1990（平成 2年） 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2年） 4 月 1 日～1992（平成 4年） 3 月 31 日 

小 島 豊  1992（平成 4年） 4 月 1 日～1993（平成 5年） 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀 浩  1993（平成 5年） 4 月 1 日～1995（平成 7年） 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7年） 4 月 1 日～1998（平成 10 年）3月 31 日 

西 則 雄  1998（平成 10 年）4月 1 日～2002（平成 14 年）3月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14 年）4月 1 日～2005（平成 17 年）3月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究院長・ 

大学院環境科学院長 

池 田 元 美  2005（平成 17 年）4月 1 日～2007（平成 19 年）3月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19 年）4月 1 日～2009（平成 21 年）3月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21 年）4月 1 日～2011（平成 23 年）3月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23 年）4月 1 日～2013（平成 25 年）9月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25 年）10 月 1日～ 
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２ 教員組織 

平成23年度 
学院長 嶋津 克明

副学院長 久保川 厚

副学院長 甲山 隆司

23.4.1現在 
専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

環境起学専攻

専攻長
露崎 史朗

人間・生態
システム

高田 壯則 
露崎 史朗
渡邉 悌二
平川 一臣 

藤井 賢彦 
石川 守
白岩 孝行
佐竹 暁子

澤柿 教伸 
佐藤 友徳
根岸淳二郎
戸田 求
宮﨑 真

環境適応科学
古月 文志 新岡 正 

豊田 和弘
沖野 龍文

藏崎 正明

実践環境科学
小野 有吾 
山中 康裕
笹 賀一郎

岡田 直資 

国際環境保全
南川 雅男 
田中 俊逸
田中 教幸

地球圏科学
専攻

専攻長
杉本 敦子

大気海洋
化学・

環境変遷学

杉本 敦子 
吉川 久幸
河村 公隆

山本 正伸 
鈴木 光次
山下 洋平
西岡 純
渡辺 豊
関 宰

入野 智久 
亀山 宗彦
宮﨑 雄三
岩花 剛
濱田 洋平 

雪氷・寒冷圏
科学

藤吉 康志 
渡辺 力
佐藤 篤司
グレーベ， 
ラルフ・ 
ギュンター

白澤 邦男 
中井 専人

杉山 慎 石井 吉之 
兒玉 裕二
曽根 敏雄
的場 澄人
下山 宏
飯塚 芳徳

大気海洋物理
学・気候力学

久保川 厚 
山﨑 孝治
長谷部文雄
大島慶一郎
江淵 直人
三寺 史夫

谷本 陽一 
藤原 正智
青木 茂
堀之内 武
深町 康

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信
川島 正行
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専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

生物圏科学
専攻

専攻長
大原 雅

生態系生物学

戸田 正憲 
原 登志彦
福井 学

隅田 明洋 
笠原 康裕
落合 正則

大舘 智志 
小野 清美
小島 久弥
長谷川成明

生態遺伝学
木村 正人 
大原 雅

鈴木 仁 
三浦 徹

吉田 磨仁 

分子生物学
森川 正章 奥山英登志 

山崎 健一
鷲尾 健司 
三輪 京子 

植物生態学
甲山 隆司 春木 雅寛 

工藤 岳
久保 拓弥 

動物生態学 東 正剛 野田 隆史 小泉 逸郎 

海洋圏科学
岸 道郎 
門谷 茂

工藤 勲 上野 洋路 

水圏生物学

上田 宏 
本村 泰三
山羽 悦郎
仲岡 雅裕

宗原 弘幸 
宮下 和士
長里千香子

山本 潤 
三谷 曜子
四ツ倉典滋
傳法 隆

森林圏環境学

佐藤 冬樹 
神沼公三郎
日浦 勉
齊藤 隆

車 柱榮 
門松 昌彦
柴田 英昭
植村 滋
揚妻 直樹
吉田 俊也

野村 睦 
高木健太郎
中路 達郎
岸田 治
夏目 俊二
中村 誠宏
福澤加里部 

耕地圏科学
荒木 肇 
山田 敏彦
秦 寛

平田 聡之 
星野洋一郎
高橋 誠

環境物質科学
専攻

専攻長
坂入 信夫

生体物質科学
坂入 信夫 
松田 冬彦

山田 幸司 梅澤 大樹 

ナノ環境材料

嶋津 克明 
中村 博
小西 克明

神谷 裕一 
吉田 登
川口 俊一
廣川 淳

中田 耕 
七分 勇勝

光電子科学
太田 信廣 
中村 貴義

中林 孝和 
野呂真一郎

飯森 俊文 
久保 和也

環境触媒化学
大澤 雅俊 
大谷 文章

叶 深 
阿部 竜

天野 史章 

※斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。
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平成24年度 
学院長 嶋津 克明

副学院長 久保川 厚

副学院長 甲山 隆司

24.4.1現在 
専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

環境起学専攻

専攻長
渡邉 悌二

人間・生態
システム

高田 壯則 
露崎 史朗
渡邉 悌二
荒井 眞一

藤井 賢彦 
石川 守
白岩 孝行
佐竹 暁子

澤柿 教伸 
佐藤 友徳
根岸淳二郎
宮﨑 真

環境適応科学
古月 文志 新岡 正 

豊田 和弘
沖野 龍文

藏崎 正明

実践環境科学 山中 康裕 岡田 直資 

国際環境保全
田中 俊逸 
田中 教幸

地球圏科学
専攻

専攻長
三寺 史夫

大気海洋
化学・

環境変遷学

杉本 敦子 
吉川 久幸
河村 公隆

山本 正伸 
鈴木 光次
山下 洋平
西岡 純
渡辺 豊
関 宰

入野 智久 
亀山 宗彦
宮﨑 雄三
濱田 洋平
島村 道代 

雪氷・寒冷圏
科学

藤吉 康志 
渡辺 力
グレーベ， 
ラルフ・
ギュンター

杉山 慎 石井 吉之 
曽根 敏雄
的場 澄人
下山 宏
飯塚 芳徳

大気海洋物理
学・気候力学

久保川 厚 
山﨑 孝治 
長谷部文雄
大島慶一郎
江淵 直人
三寺 史夫

谷本 陽一 
藤原 正智
青木 茂
堀之内 武
深町 康

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信
川島 正行
松村 義正

生物圏科学
専攻

専攻長
齊藤 隆

生態系生物学

原 登志彦 
福井 学

隅田 明洋 
笠原 康裕
落合 正則

大舘 智志 
小野 清美
小島 久弥
長谷川成明

生態遺伝学
木村 正人 
大原 雅

鈴木 仁 
三浦 徹

吉田 磨仁 

分子生物学
森川 正章 奥山英登志 

山崎 健一
鷲尾 健司 
三輪 京子 

植物生態学
甲山 隆司 春木 雅寛 

工藤 岳
久保 拓弥 

動物生態学 東 正剛 野田 隆史 小泉 逸郎 

海洋圏科学
岸 道郎 
門谷 茂

工藤 勲 上野 洋路 

水圏生物学

上田 宏 
本村 泰三
山羽 悦郎
仲岡 雅裕
宮下 和士

宗原 弘幸 
長里千香子
四ツ倉典滋

山本 潤 
三谷 曜子
傳法 隆

森林圏環境学

佐藤 冬樹 
神沼公三郎 
日浦 勉
齊藤 隆
柴田 英昭
吉田 俊也

車 柱榮 
門松 昌彦
植村 滋
揚妻 直樹
高木健太郎

野村 睦 
中路 達郎
岸田 治
中村 誠宏
福澤加里部 

耕地圏科学
荒木 肇 
山田 敏彦
秦 寛

星野洋一郎 平田 聡之 
高橋 誠
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平成24年度 
学院長 嶋津 克明

副学院長 久保川 厚

副学院長 甲山 隆司

24.4.1現在 
専 攻 コ ー ス 教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手

環境起学専攻

専攻長
渡邉 悌二

人間・生態
システム

高田 壯則 
露崎 史朗
渡邉 悌二
荒井 眞一

藤井 賢彦 
石川 守
白岩 孝行
佐竹 暁子

澤柿 教伸 
佐藤 友徳
根岸淳二郎
宮﨑 真

環境適応科学
古月 文志 新岡 正 

豊田 和弘
沖野 龍文

藏崎 正明

実践環境科学 山中 康裕 岡田 直資 

国際環境保全
田中 俊逸 
田中 教幸

地球圏科学
専攻

専攻長
三寺 史夫

大気海洋
化学・

環境変遷学

杉本 敦子 
吉川 久幸
河村 公隆

山本 正伸 
鈴木 光次
山下 洋平
西岡 純
渡辺 豊
関 宰

入野 智久 
亀山 宗彦
宮﨑 雄三
濱田 洋平
島村 道代 

雪氷・寒冷圏
科学

藤吉 康志 
渡辺 力
グレーベ， 
ラルフ・
ギュンター

杉山 慎 石井 吉之 
曽根 敏雄
的場 澄人
下山 宏
飯塚 芳徳

大気海洋物理
学・気候力学

久保川 厚 
山﨑 孝治 
長谷部文雄
大島慶一郎
江淵 直人
三寺 史夫

谷本 陽一 
藤原 正智
青木 茂
堀之内 武
深町 康

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信
川島 正行
松村 義正

生物圏科学
専攻

専攻長
齊藤 隆

生態系生物学

原 登志彦 
福井 学

隅田 明洋 
笠原 康裕
落合 正則

大舘 智志 
小野 清美
小島 久弥
長谷川成明

生態遺伝学
木村 正人 
大原 雅

鈴木 仁 
三浦 徹

吉田 磨仁 

分子生物学
森川 正章 奥山英登志 

山崎 健一
鷲尾 健司 
三輪 京子 

植物生態学
甲山 隆司 春木 雅寛 

工藤 岳
久保 拓弥 

動物生態学 東 正剛 野田 隆史 小泉 逸郎 

海洋圏科学
岸 道郎 
門谷 茂

工藤 勲 上野 洋路 

水圏生物学

上田 宏 
本村 泰三
山羽 悦郎
仲岡 雅裕
宮下 和士

宗原 弘幸 
長里千香子
四ツ倉典滋

山本 潤 
三谷 曜子
傳法 隆

森林圏環境学

佐藤 冬樹 
神沼公三郎 
日浦 勉
齊藤 隆
柴田 英昭
吉田 俊也

車 柱榮 
門松 昌彦
植村 滋
揚妻 直樹
高木健太郎

野村 睦 
中路 達郎
岸田 治
中村 誠宏
福澤加里部 

耕地圏科学
荒木 肇 
山田 敏彦
秦 寛

星野洋一郎 平田 聡之 
高橋 誠
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境物質科学
専攻 

 
専攻長 

松田 冬彦 

生体物質科学 坂入 信夫 
松田 冬彦 

山田 幸司  梅澤 大樹  

ナノ環境材料 
嶋津 克明 
中村  博 
小西 克明 

神谷 裕一 
吉田  登 
川口 俊一 
廣川  淳 

 中田  耕 
七分 勇勝 

 

光電子科学 太田 信廣 
中村 貴義 

中林 孝和 
野呂真一郎 

 飯森 俊文 
久保 和也 

 

環境触媒化学 大澤 雅俊 
大谷 文章 

叶   深  本林 健太 
高瀬  舞 

 

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 
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３ 事務組織

平成２３年度

環境科学事務部
担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等

事務長

久保 修

総 務 濱 勝博 佐藤 優子 梅原 美佳（事務補佐員） 

学術助成 山下 昌利 北野 修司 芳岡 英美 高嶋 和希 長谷川峰子（事務補助員） 

会 計 柴野 仁 沖田 正彦 小林 由宜 井筒菜津美（事務補助員） 

図 書 竹鼻 敏治

GCOE ユニット

拠点リーダー

山中 康裕

特任助教 事務補佐員

岡田 直資
秋田 玲希 小笠原のぞみ 堀 紘子

倉品佐千子 村木 菜美

GCOE 環境教育

研究交流推進室

特定専門職員

（GCOE 上級コーディネータ） 

特定専門職員

（GCOE コーデ

ィネータ）

博士研究員

中村 一樹 渡辺 保史 吉村 暢彦 佐藤 祐介

平成２４年度

環境科学事務部
担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等

事務長

久保 修

総 務 山羽 好幸 佐藤 優子 梅原 美佳（事務補佐員） 

学術助成 山下 昌利 千葉 修士 伊藤 郁子 金澤 希 長谷川峰子（事務補助員） 

会 計 柴野 仁 山田 睦代 小林 由宜 本多 智子（事務補助員） 

図 書 菊池 健二

GCOE ユニット 
拠点リーダー

山中 康裕

特任助教 事務補佐員

島村 道代
秋田 玲希 小笠原のぞみ 堀 紘子

倉品佐千子 村木 菜美

GCOE 環境教育

研究交流推進室

特定専門職員

（GCOE 上級コー

ディネータ）

特定専門職員

（GCOE コーディ

ネータ）

博士研究員

中村 一樹 吉村 暢彦 佐藤 祐介
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３ 事務組織

平成２３年度

環境科学事務部
担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等

事務長

久保 修

総 務 濱 勝博 佐藤 優子 梅原 美佳（事務補佐員） 

学術助成 山下 昌利 北野 修司 芳岡 英美 高嶋 和希 長谷川峰子（事務補助員） 

会 計 柴野 仁 沖田 正彦 小林 由宜 井筒菜津美（事務補助員） 

図 書 竹鼻 敏治

GCOE ユニット

拠点リーダー

山中 康裕

特任助教 事務補佐員

岡田 直資
秋田 玲希 小笠原のぞみ 堀 紘子

倉品佐千子 村木 菜美

GCOE 環境教育

研究交流推進室

特定専門職員

（GCOE 上級コーディネータ） 

特定専門職員

（GCOE コーデ

ィネータ）

博士研究員

中村 一樹 渡辺 保史 吉村 暢彦 佐藤 祐介

平成２４年度

環境科学事務部
担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等

事務長

久保 修

総 務 山羽 好幸 佐藤 優子 梅原 美佳（事務補佐員） 

学術助成 山下 昌利 千葉 修士 伊藤 郁子 金澤 希 長谷川峰子（事務補助員） 

会 計 柴野 仁 山田 睦代 小林 由宜 本多 智子（事務補助員） 

図 書 菊池 健二

GCOE ユニット 
拠点リーダー

山中 康裕

特任助教 事務補佐員

島村 道代
秋田 玲希 小笠原のぞみ 堀 紘子

倉品佐千子 村木 菜美

GCOE 環境教育

研究交流推進室

特定専門職員

（GCOE 上級コー

ディネータ）

特定専門職員

（GCOE コーディ

ネータ）

博士研究員

中村 一樹 吉村 暢彦 佐藤 祐介
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４ 各種委員会 
平成２３年度 

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 副学院長 職指定 事務選出 

委員 事務所掌 備考 

専攻長 
会議 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
申合
せで
明記 

学院人事
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
内規
で 
明記 

教務 
委員会 渡邉 悌二 山﨑 孝治 奥山英登志 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長   学術助成 
担当  

入試 
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  学術助成 
担当  

点検評価
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規
で 
明記 

将来計画
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 
会計係長 会計担当  

環境 
委員会 露崎 史朗 杉本 敦子 大原  雅 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  会計担当  

広報 
委員会 沖野 龍文 山下 洋平 長谷川成明 川口 俊一     総務担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

澤柿 教伸 入野 智久 
川島 正行 

久保 拓弥 
吉田 麿仁 川口 俊一  

学院長 
（ｵﾌﾞ
ｻﾞｰﾊﾞ
ｰ） 

  総務担当  

学生 
委員会 高田 壯則 長谷部文雄 木村 正人 坂入 信夫     学術助成 

担当  

留学生支
援委員会 古月 文志 江淵 直人 上田  宏 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※１ 

人材育成
委員会 田中 教幸 鈴木 光次 岸  道郎 坂入 信夫 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※２ 

コース 
代表教員 

高田 壯則 
古月 文志 
山中 康裕 
田中 俊逸 

吉川 久幸 
渡辺  力 
江淵 直人 

福井  学 
大原  雅 
森川 正章 
甲山 隆司 
東  正剛 
工藤  勲 
本村 泰三 
齊藤  隆 
山田 敏彦 

松田 冬彦 
小西 克明 
太田 信廣 
大澤 雅俊 

      

H23.4.1 

※１ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・古月 文志 

※２ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・大原  雅・（低温科学研究所）大島慶一郎 
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平成２４年度 
委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 

科学 副学院長 職指定 事務選出 
委員 事務所掌 備考 

専攻長 
会議 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
申合
せで
明記 

学院人事
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
内規
で 
明記 

教務 
委員会 露崎 史朗 渡辺  豊 奥山英登志 小西 克明 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長   学術助成 
担当  

入試 
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  学術助成 
担当  

点検評価
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規
で 
明記 

将来計画
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 
会計係長 会計担当  

環境 
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  会計担当  

広報 
委員会 沖野 龍文 山下 洋平 長谷川成明 川口 俊一     総務担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

澤柿 教伸 入野 智久 
川島 正行 

久保 拓弥 
吉田 麿仁 川口 俊一  

学院長 
（ｵﾌﾞ
ｻﾞｰﾊﾞ
ｰ） 

  総務担当  

学生 
委員会 高田 壯則 長谷部文雄 木村 正人 松田 冬彦     学術助成 

担当  

留学生支
援委員会 藤井 賢彦 杉本 敦子 上田  宏 太田 信廣 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※１ 

人材育成
委員会 田中 教幸 鈴木 光次 岸  道郎 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※２ 

コース 
代表教員 

露崎 史朗 
新岡  正 
山中 康裕 
田中 教幸 

渡辺  豊 
渡辺  力 
長谷部文雄 

福井  学 
大原  雅 
森川 正章 
甲山 隆司 
野田 隆史 
岸  道郎 
宮下 和士 
柴田 英昭 
山田 敏彦 

坂入 信夫 
小西 克明 
中村 貴義 
大澤 雅俊 

      

H24.4.1 

※１ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・石川  守 

※２ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・大原  雅 
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平成２４年度 
委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 

科学 副学院長 職指定 事務選出 
委員 事務所掌 備考 

専攻長 
会議 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
申合
せで
明記 

学院人事
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当 
内規
で 
明記 

教務 
委員会 露崎 史朗 渡辺  豊 奥山英登志 小西 克明 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長   学術助成 
担当  

入試 
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  学術助成 
担当  

点検評価
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 総務担当 
内規
で 
明記 

将来計画
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  総務担当  

安全管理
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長 事務長 
会計係長 会計担当  

環境 
委員会 渡邉 悌二 三寺 史夫 齊藤  隆 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長 専攻長  会計担当  

広報 
委員会 沖野 龍文 山下 洋平 長谷川成明 川口 俊一     総務担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

澤柿 教伸 入野 智久 
川島 正行 

久保 拓弥 
吉田 麿仁 川口 俊一  

学院長 
（ｵﾌﾞ
ｻﾞｰﾊﾞ
ｰ） 

  総務担当  

学生 
委員会 高田 壯則 長谷部文雄 木村 正人 松田 冬彦     学術助成 

担当  

留学生支
援委員会 藤井 賢彦 杉本 敦子 上田  宏 太田 信廣 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※１ 

人材育成
委員会 田中 教幸 鈴木 光次 岸  道郎 松田 冬彦 久保川 厚 

甲山 隆司 学院長    ※２ 

コース 
代表教員 

露崎 史朗 
新岡  正 
山中 康裕 
田中 教幸 

渡辺  豊 
渡辺  力 
長谷部文雄 

福井  学 
大原  雅 
森川 正章 
甲山 隆司 
野田 隆史 
岸  道郎 
宮下 和士 
柴田 英昭 
山田 敏彦 

坂入 信夫 
小西 克明 
中村 貴義 
大澤 雅俊 

      

H24.4.1 

※１ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・石川  守 

※２ （GCOE委員）山中 康裕・杉本 敦子・大原  雅 
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Ⅱ 学生の受入 

  





− 13 −

 13 

５ 入学試験 
 
平成２３年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２２年 ８月２６日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２２年 ８月２６日（木） 

    ２７日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２３年 ３月 １日（火） 

 修士（博士前期）課程 平成２３年 ３月 １日（火） 
     ２日（水） 

入試説明会 第１回  平成２２年 ５月２２日（土） 
 ２３日（日） 
 ２６日（水） 

 第２回  平成２２年１１月２７日（土） 
２８日（日） 

 １２月 ７日（火） 
 

平成２４年度 
秋季入試：博士後期課程  平成２３年 ８月２５日（木） 
  修士（博士前期）課程 平成２３年 ８月２５日（木） 

２６日（金） 
春季入試：博士後期課程  平成２４年 ２月２８日（火） 

 修士（博士前期）課程 平成２４年 ２月２８日（火） 
２９日（水） 

入試説明会 第１回  平成２３年 ５月２１日（土） 
 ２２日（日） 
２４日（火） 

 第２回  平成２３年１０月２９日（土） 
３０日（日） 

 １１月 １日（火） 
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６ 学生定員と現員の推移 
 
６−１．入学定員 
①博士後期課程                      （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 15 15 

地球圏科学専攻 14 14 

生物圏科学専攻 23 23 

環境物質科学専攻 11 11 

計 63 63 

 
②修士課程（博士前期課程）                （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 44 44 

地球圏科学専攻 35 35 

生物圏科学専攻 52 52 

環境物質科学専攻 28 28 

計 159 159 
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６−２．入学者数 
①博士後期課程                   （単位：人（％）） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 21（140％） 7（47％） 

地球圏科学専攻 10（71％） 10（71％） 

生物圏科学専攻 14（61％） 16（70％） 

環境物質科学専攻 10（91％） 9（82％） 

計 55（87％） 42（67％） 

 
②修士課程（博士前期課程）             （単位：人（％）） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 35（80％） 26（59％） 

地球圏科学専攻 35（100％） 20（57％） 

生物圏科学専攻 54（104％） 55（105%） 

環境物質科学専攻 32（114％） 34（121％） 

計 156（98％） 135（85％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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６−３．在籍者数 
① 博士後期課程                     （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 39 47 

地球圏科学専攻 45 49 

生物圏科学専攻 64 57 

環境物質科学専攻 28 28 

計 176 181 

 
② 修士課程（博士前期課程）               （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 66 64 

地球圏科学専攻 62 58 

生物圏科学専攻 99 110 

環境物質科学専攻 55 68 

計 282 300 

（注）各年度５月１日現在の数 
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７ 留学生数の推移と支援体制 
 
７−１．留学生数（全体） 
① 博士後期課程                     （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 18 21 

地球圏科学専攻 15 16 

生物圏科学専攻 15 14 

環境物質科学専攻 10 12 

計 58 63 

 
② 修士課程（博士前期課程）               （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 7 12 

地球圏科学専攻 4 3 

生物圏科学専攻 3 3 

環境物質科学専攻 5 2 

計 19 20 

（注）各年度５月１日現在の数 

  

 16 

６−３．在籍者数 
① 博士後期課程                     （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 39 47 

地球圏科学専攻 45 49 

生物圏科学専攻 64 57 

環境物質科学専攻 28 28 

計 176 181 

 
② 修士課程（博士前期課程）               （単位：人） 

専攻 平成 23 年度 平成 24 年度 

環境起学専攻 66 64 

地球圏科学専攻 62 58 

生物圏科学専攻 99 110 

環境物質科学専攻 55 68 

計 282 300 

（注）各年度５月１日現在の数 
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７−２．留学生数（国別） 
（単位：人） 

地域 日本語による 
国名・地域名 

平成 23 年度 平成 24 年度 

博士後期 修士 博士後期 修士 

アジア 

インド 4  3  

インドネシア 5  6 1 

韓国 3  3  

シンガポール  1  1 

スリランカ  1  1 

タイ 2 1 3  

台湾 1  1  

中国 19 10 23 14 

ネパール 2 1 3  

バングラデシュ 7 1 6 1 

フィリピン 3 1 4  

ブルネイ 1  1  

マレーシア 1  1  

モンゴル 3 1 2 1 

アフリカ 

ガーナ 2  2  

ナイジェリア 1 1 1  

ベナン 1  1  

マダガスカル    1 

北米 アメリカ  1   

中南米 
ガイアナ   1  

ブラジル 1    

ヨーロッパ 

セルビア 1  1  

ロシア 1  1  

計 58 19 63 20 

（注）各年度５月１日現在の数 
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７−３．留学生の支援体制 
 
（１）留学生支援委員会 

留学生の国費留学生や各種奨学金の応募，私費留学生特待制度（下記）に

関わるプロジェクト公募および候補者の選考，各年度の特待生研究発表

会の開催および国際パーティーの実施支援を行った。 
 

（２）北海道大学国際本部の私費留学生特待制度による博士後期課程生の支援 
北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間 100 万円

を超える研究補助員経費を負担する私費留学生特待制度により，各年度 2
名以上の私費留学生を受入れた。環境科学院では，毎年 2 名相当分（年

間 600 万円強）について教員共通経費を充てる制度を設けた。 
 

（３）留学生担当事務補助員１名の配置 
留学生を専任で担当する事務補助員を置き，本学院への入学を検討して

いる他国の学生からの問合せ対応から入学に至る間の支援，入学後の 

学位取得に至る間の留学生の学業，生活全般に関わる支援を行った。 
 

（４）専任留学生サポーターの設置 
在学学生を対象にサポーターを募集し，留学生支援員会での面接を経て

各年度 3 名程度を採用。留学生担当事務補助員の指導のもと，留学生向

けホームページの作成・翻訳，イベントの企画・運営等を行った。 
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Ⅲ 教育活動 



 21 

８ 専攻・コース編成 
 
環境起学専攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（3 コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋圏科学コース 
水圏生物学コース 
森林圏環境学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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８ 専攻・コース編成 
 
環境起学専攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（3 コース） 

大気海洋化学・環境変遷学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

生態系生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋圏科学コース 
水圏生物学コース 
森林圏環境学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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９ カリキュラム編成 
 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の 

要件とする。ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８ 
単位，選択必修科目から８単位以上を含み，合計３０単位以上を修 
得することとする。（※環境物質科学実習Ⅰ及び環境物質科学Ⅱの 
単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。） 

博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること 
 
環境起学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 環境科学基礎論 地球環境科学総論 
・ 地球温暖化総論 環境修復学総論 オゾン層破壊・紫外線影響評価総論  

生態系機能学総論 水循環総論 共生システム創成学総論 
・ 地球温暖化メカニズム特論 地球温暖化物質科学特論 地球温暖化生態学

特論 成層圏オゾン変動特論 対流圏広域汚染特論 保全生態学特論  

環境保全学特論 水資源物理学特論 流域環境学特論 環境修復学特論 

環境修復研究法特論 野外環境学特論 生物資源環境学特論 環境解析学

特論 国際コミュニケーション法特論 
・ 地球温暖化対策特別講義 環境国際関係論特別講義 環境社会学特別講義 
・ 環境解析法演習 国際コミュニケーション法演習 環境保全教育法演習 

統合環境観測法実習 統合環境調査法実習 環境保全教育法実習 統合環

境分析法実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
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・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化

学基礎論 
・ 第四紀環境変動特論 山岳環境科学特論 陸域環境統合システム特論  

陸圏物質循環学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特

論 海洋堆積学特論 環境分析化学特論 生物地球科学特論 氷河・氷床

学特論 雪氷水文学特論 寒冷圏気象・気候学特論 応用雪氷学特論  

大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力学特論 海洋力学特論 気候

変動特論 気候変動モデリング特論 地球流体力学特論 大気海洋解析法

特論 惑星系物質科学特論 雪氷物性学特論 宇宙雪氷学特論 遠隔情報

学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 

地球圏科学特別講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ 地球圏科学演習Ⅱ 地球圏科学実習Ⅰ 地球圏科学実

習Ⅱ 地球雪氷学実習 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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生物圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学

基礎論 フィールド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝

学特論Ⅱ 環境分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特

論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生

物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏

科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅲ 

森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ 生物圏科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
環境物質科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 

各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
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・ 分子環境学特論Ⅰ 資源分子化学特論 化学物質影響学特論 環境生態化

学特論 環境触媒学特論 分子機能材料特論 ナノ構造制御化学特論  

光分子化学特論 電子材料科学特論 光触媒化学特論 表面機能科学特論 

反応制御化学特論 
（選択科目） ※実習は４単位，他は２単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
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生物圏科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※実習・演習は４単位，他は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学

基礎論 フィールド科学基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝

学特論Ⅱ 環境分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特

論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生

物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏

科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅲ 

森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ 生物圏科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
環境物質科学専攻 
修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 

各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
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１０ 公開コースの開催 
 
１０−１ 南極学カリキュラム 
 
南極学カリキュラムとは，極地や寒冷圏における環境や物性，生態系について

総合的に学ぶ教育プログラムであり，国際的な雪氷圏科学教育のコンソーシア

ムである国際南極大学（International Antarctic Institute）と提携してプログ

ラムを提供している。プログラムは極地研究のエキスパートを講師に招いて坐

学形式で行う南極学特別講義とスイス氷河やオホーツク海沿岸水域などのフィ

ールドで実地に行う南極学特別実習および各専攻の寒冷科学関連講義から構成

され，所定の単位数を履修した学生には南極学修了証書（Diploma of 
Antarctic Science）が授与される。 
 
各講義の履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
 
 平成23年度 平成24年度 
南極学特別講義Ⅰ 65 61 
南極学特別講義Ⅱ 18 17 
南極学特別実習Ⅰ 11 11 
南極学特別実習Ⅱ 18 実施せず 
南極学特別実習Ⅲ 63 57 
南極学修了証書 11 10 

 
 
１０−２ 世界に開かれた低炭素社会形成教育プラットフォームの

構築，持続可能な低炭素社会づくりに向けた教育プログラムの策定

および国際枠組みの構築に関する研究・提言 
 
本プロジェクトでは，環境科学院及び公共政策大学院，国際本部及びサステイ

ナブルキャンパス推進本部の連携により，北海道大学におけるサステナビリテ

ィ・ウィークや国際シンポジウム，市民セミナー等の開催，修士課程レベルの

教育プログラムの充実（英語教育コースの整備，環境科学院・公共政策大学院
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共通のシラバスの作成，大学院共通授業・市民公開講座の実施等），学生参加

による低炭素社会の実験場としてのサステイナブルキャンパスづくりや，低炭

素社会の形成等に関する研究の実施及び政策提言を行った。 
 
プロジェクトの主な実施状況 
（１）大学院共通授業・市民公開講座「持続可能な低炭素社会」受講者数 

平成２３年度：約９０名 （大学院生４５名，市民４８名） 
平成２４年度：約１２０名（大学院生３０名，市民８８名） 

（２）サステナビリティ・ウィーク 
平成２３年度：平成２３年９月２５日〜１１月３日開催 

４７企画，参加者数約９,９００人 
平成２４年度：平成２４年９月１日〜１１月３０日開催 

３６企画，参加者数約５,７００人 
（３）持続可能な社会に関する教科書の作成 

日本語2冊，英語2冊（「持続可能な低炭素社会Ⅲ」，「持続可能な未来の

ために」「Lecture on Environmental Economics」，「FUKUSHIMA 
political economic analysis of nuclear disaster」） 

（４）研究・政策提言 
・ 平成23年度及び平成24年度にそれぞれサステナビリティ・ウィーク

においてシンポジウムを開催し，持続可能な社会を目指して，地域

の活性化をもたらすことの出来る再生可能エネルギーの普及につい

て提言した。 
・ 大学院生の参加を得て，サステイナブルキャンパスに関する研究活

動を実施すると共に，低炭素社会形成研究として北海道をフィール

ドとするバイオマス利活用研究やインドネシアのバイオ燃料作物栽

培による農薬散布のリスクに関する研究等を行った。 
 
 
１０−３ 海外サマースクール 
 
グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」で

は，シベリア，モンゴル，インドネシアに海外フィールド観測拠点を設置し，
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教育プログラムの充実（英語教育コースの整備，環境科学院・公共政策大学院



− 28 −

 28 

観測研究を推進した。これらの各地域がかかえる問題を広い視野から理解し，

問題に取り組む能力を養うことを目的として，広範な専門分野の講義や観測・

分析の実習を行う海外フィールド観測サマースクールを同プログラム主催で実

施した。学生や若手研究者自身が企画を分担し，受講生として，また講師とし

て参加することによって，実践的な研究者の育成を目指した。 
 
平成２３年度 
2011 IFES-GCOE Field Short Course Summer School 2011 in Indonesia 
２０１１年IFES-GCOEフィールドショートコース サマースクール2011 in 
 インドネシア「熱帯泥炭地域の開発と保全のためのマネジメント戦略」 
期間：平成２３年１１月８日〜１９日 
場所：インドネシア・ボゴール農科大学ダルマガキャンパス，中央カリマンタ

ン州パランカラヤ周辺，リアウ州プララワン周辺 
応募者：６８名（海外３７名） 
参加者：北海道大学１９名（うち環境科学院学生６名），国内（他大学）  

０名，海外２０名（４カ国） 
講師：２１名 
 
２０１１年IFES-GCOEフィールドショートコース サマースクール フォロー

アップ 
熱帯泥炭地域をテーマとして平成２３年１１月に開催したインドネシアサマー

スクールのフォローアップを目的として，石狩泥炭地をテーマとした実習プロ

グラムを札幌および周辺地域で開催した。このプログラムのために現地から招

聘した講師３名，学生６名を含めて合計２３名が参加し，事前講義，２日間の

巡検，室内実験，学習成果の発表などに取り組んだ。 
期間：平成２４年３月１２日〜１７日 
 
平成２４年度 
開催無し 
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１０−４ 国際サマースクール 
 
博士後期課程の大学院生に将来における国際的・学術的国際プロジェクトを牽

引できるような研究者としての能力を身につけてもらうことを目的とし，日本

および国外の大学院生が一緒にフィールド研究の方法を学ぶ国際サマースクー

ルを，グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形

成」（平成２０年度〜２４年度）の主催で実施した。フィールドでの調査観測

技術の習得，参加者による各自の研究のポスター発表，研究課題・計画に関す

るトレーニング，英語でのグループ討論，発表・議論などを行った。 
 
平成２３年度 
GCOE-INeT International Summer School 2011 ″Understanding coupled 
natural and social system; feedback loops between land-use and ecosystem 
change” 
GCOE-INeT国際フィールド科学サマースクール2011「自然－人間システムの

融合的理解」 
期間：平成２３年６月２７日〜７月８日 
場所：北方生物圏フィールド科学センター苫小牧研究林，静内研究牧場，生物

生産研究農場（札幌キャンパス） 
応募者：７７名（海外２９カ国） 
参加者：北海道大学４名（うち環境科学院学生４名），海外１４名（９カ国），

計１８名 
講師，スタッフ：１７名 
 
GCOE-INeT国際サマースクール2011 フォローアッププログラム（海外派遣支

援） 
サマースクール参加者の中からプロポーザル審査によって選ばれた本学の大学

院生1名がタイを訪れ，現地の研究者と共同で泥炭地管理および荒廃した泥炭

湿地森林の復元と地域住民による利用に関する研究を行った。 
期間：平成２３年９月３０日〜１０月１３日 
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GCOE-INeT国際サマースクール2011 フォローアッププログラム（海外学生招

聘） 
サマースクール参加者の中からプロポーザル審査によって選ばれた米国の大学

院生が本学に滞在し，山岳の社会－生態システムの回復力や適応容量に関する

研究を行った。 
期間：平成２４年１月９日〜２月３日 
 
平成２４年度 
GCOE-INeT International Summer School 2012 in Samani “Sustainability 
for coupled human and nature” 
 
GCOE-INeT国際フィールド科学サマースクール2012 in 様似「自然－社会の

つながりと持続可能性」 
期間：平成２４年６月２５日〜７月３日 
場所：札幌キャンパス，様似町 
応募者：７９名（海外２６カ国） 
参加者：北海道大学９名（うち環境科学院学生９名），海外１２名（９カ国）， 

計２１名（海外１１カ国） 
講師，スタッフ：１７名 
 
GCOE-INeT国際サマースクール2012 フォローアッププログラム 
サマースクール参加者の中からプロポーザル審査によって選抜された3名が研

究計画に沿って様似町にて持続可能性に関するインタビューやアンケートおよ

びタウンホールミーティングを実施し，住民の意識を調べた。 
期間：平成２４年１０月２３日〜１１月９日 
 
 
１０−５ 公開ラボ実習 
 
公開ラボ実習とは，グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教

育研究拠点形成」が主催して，学生や若手研究者に対して，分析技術実習およ

び周辺学問分野の講義を行うものである。参加者は全国の大学院・大学に対し
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て公募した。一部の実習は英語で実施され，海外からの参加者および留学生交

流支援制度（ショートステイ，ショートビジット）参加者も受講した。企画実

習生は，自ら提案した企画がカリキュラムの一部として採用され，運営に主体

的に関わる参加者である。 
 
平成２３年度 
（１）GCOE安定同位体実習（平成２３年１０月３１日～１１月４日，応募

者：２５名，参加者：企画実習生７名，受講生９名，計１６名（うち環境

科学院学生８名）） 
 
（２）GCOE環境生物学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（平成２３年１２月５日〜１６日， 

参加者：３名（うち環境科学院学生（留学生）２名，地球環境科学研究院

博士研究員１名） 

 
（３）GCOE環境物質科学ラボ実習 “Laboratory Short Course on 

Environmental Materials Science”（平成２４年１月１６日～２６日， 

参加者：６名（環境科学院留学生２名，留学生交流支援制度（ショートス

テイ，ショートビジット）参加者４名） 
 
平成２４年度 
（１）GCOE安定同位体実習（平成２４年１１月１日～８日，応募者：２９

名，参加者：企画実習生５名，受講生１１名，計１６名（うち環境科学

院学生５名）） 
 

（２）GCOE環境生物学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（平成２４年１１月２０日〜１２月４

日，参加者：３名（すべて環境科学院学生） 

 
（３）GCOE環境物質科学ラボ実習 “Laboratory Short Course on 

Environmental Materials Science”（平成２５年１月１０日～３１日， 

参加者：５名（すべて留学生交流支援制度（ショートステイ，ショートビ

ジット）参加者） 
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１１ 学位取得状況 

１１−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

平成23年度 

Extreme weather events in Mongolia: numerical modeling and sensitivity experiments（モン

ゴルにおける極端気象現象：数値計算と感度実験）Altangerel Batbold（起学研究） 

Climatic effects on seasonal rice yields in Bangladesh with implications for future projection
（バングラデッシュのコメ生産に及ぼす気候の影響と生産量の将来予測）Mohammed 
Rezaul Karim（起学研究） 

Assessment of denitrification processes in lower Ishikari river system, Hokkaido, Japan（石

狩川下流域における脱窒過程の動態評価）Pawan Kumar Jha（起学研究） 

Development of remediation methods for lead contaminated soil and water by using 
electrokinetic process and phytoremediation（エレクトロカイネティック法とファイトレ

メディエーションによる鉛汚染土壌及び水の修復法の開発）Rudy Syah Putra（起学研究） 

 

平成24年度 
Carbon and nitrogen isotope composition of the Micropterus salmoides largemouth bass as a 

freshwater environmental indicator（炭素・窒素安定同位体比を用いた淡水環境指標とし

てのオオクチバスMicropterus salmoides に関する研究）稲村 修（起学研究） 

Responses of marine ecosystem to typhoons in the western subtropical North Pacific（亜熱帯

における台風通過に伴う海洋生態系の応答に関する研究）柴野 良太（起学研究） 

Development of high-performance water-decontamination systems by using graphene oxide 
as the functioning element（酸化グラフェンを機能場として用いた高性能水浄化システム

の開発）孫 凌（起学研究） 

Development of an evaluation system for chemical contaminant toxic risks and protective 
health effects of natural food components using epigenetic factors（エピジェネティック

因子を用いた化学物質毒性リスクおよび食品組成の健康影響に関する評価システムの開発）

孫 永琨（起学研究） 

The mechanisms of seedling establishment and seedbank formation along successional sere 
in disturbed wetlands（撹乱後の湿原における遷移系列に沿った実生定着およびシードバ

ンク形成機構）江川 知花（起学研究） 

Connection between the Asian summer monsoon and the middle latitudes through the 
geopotential height anomaly over the western Tibetan plateau（西部チベット高原上空の

高度場擾乱を介した夏季アジアモンスーンと中緯度との関係）渡邊 武志（起学研究） 

Effects of CO2 and iron availability on the community composition and photosynthetic 
physiology of natural phytoplankton（CO2と鉄の利用可能性が天然植物プランクトンの群

集構造および光合成生理機能に与える影響）遠藤 寿（起学研究） 
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Analyses of contaminants and development of a high-performance water purification 
technique for surface water（陸水の汚染分析および高効率水浄化法の開発）Md. Tajuddin 
Sikder（起学研究） 

A study of seasonal change in partial pressure of carbon dioxide in the western North Pacific
（西部北太平洋における二酸化炭素分圧の季節変動に関する研究）熊 炫睿（起学研究） 

 

 

地球圏科学専攻 

平成23年度 

Studies on glacial lake development in the eastern Nepal Himalaya from 1964 to 2010（ネパ

ール・ヒマラヤ東部における1964～2010年の氷河湖の発達に関する研究）Damodar Lamsal 
（陸圏環境科学） 

Abrupt change in oceanic biogeochemical cycles associated with global warming（地球温暖化

に伴う海洋物質循環の劇変に関する研究）山本 彬友（大気海洋物理学・気候力学） 

An ecophysiological study of marine aerobic anoxygenic phototrophic bacteria (海洋におけ

る酸素非発生型好気性光合成細菌の生理生態学的研究)  佐藤 由季（物質循環・環境変

遷学） 

Experimental studies on the electrification phenomena of blowing snow（吹雪の帯電現象に

関する実験的研究）大宮 哲（雪氷・寒冷圏科学） 

Characteristics of seasonal and short-term variation of near-surface water vapor D/H 
isotope ratio revealed by continuous in-situ measurement（連続・現場測定から明らかと

なった地表近くの水蒸気D/H同位体比の季節および短時間変動特性）Lukman Ayanniyi 
Sunmonu（大気海洋物理学・気候力学） 

 

平成24年度 
Instabilities and diapycnal mixing caused by tidally-generated large-amplitude lee waves

（潮流により生成された大振幅風下波が引き起こす不安定と鉛直混合）阿部 祥子（大気

海洋物理学・気候力学） 

Studies on Synoptic-scale atmospheric transport into the Antarctic inland based 
upon in-situ observation（南極内陸域への総観規模大気輸送に関する観測的研究）平沢 

尚彦（論文博士） 

Biogeochemical roles of phytoplankton functional types in the Southern Ocean carbon cycle
（南大洋の炭素循環における植物プランクトン機能別分類群の生物地球化学的役割）髙尾 

信太郎（物質循環・環境変遷学） 

Sources and sinks of atmospheric carbon dioxide in the East Asia（東アジアにおける大気二

酸化炭素の発生源と消失源）朱 春茂（物質循環・環境変遷学） 

Studies on diurnal variations in dynamical fields and ozone field in the stratosphere（成層圏

における力学場とオゾン場の日変化に関する研究）坂崎 貴俊（大気海洋物理学・気候力

学） 

Study on radial growth and carbon isotope ratio of larch in taiga of north eastern Siberia（東

シベリアタイガ林カラマツの年輪幅および炭素同位体比に関する研究）鄭 峻介（物質循

環・環境変遷学） 
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Isotopic study on the sources of atmospheric water vapor of taiga forest in eastern Siberia
（水安定同位体比を用いたシベリアタイガ林の大気水蒸気の起源に関する研究）     

上田 哲大（物質循環・環境変遷学） 

Dynamics of the Antarctic ice sheet with coupled ice shelves（南極氷床変動における棚氷の影

響）佐藤 建（雪氷・寒冷圏科学） 

Climatological evolution and interannual variation of the Okinawa Baiu（沖縄梅雨の気候学

的時間発展と年々変動）岡田 靖子（大気海洋物理学・気候力学） 

A synthetic study of the tsunami disaster danger along the Pacific coast of Hokkaido, with 
reference to the 2011 Tohoku Earthquake Tsunami（2011年度東北地方太平洋沖津波災害

に依拠した北海道太平洋沿岸における津波危険度に関する総合的研究）水木 千春（陸圏

環境科学） 

Nitrogen budget and dynamics of taiga forest ecosystem in north eastern Siberia（東シベリ

アタイガ林生態系の窒素収支と動態） Alexandra Popova （物質循環・環境変遷学） 

 

 

生物圏科学専攻 

平成23年度 
Geographic variations of morphological and genetic features among island populations of 

the sika deer (Cervus nippon) in southern Japan: ecological and historical 
nonexchangeability（ニホンジカの形態及び遺伝的形質の地理的変異：生態学的・歴史的

な交換不可能性に着目した南日本島嶼個体群の解析） 寺田 千里 （森林圏環境学） 

The role of Sasa litter on biogeochemical cycling in forest ecosystem（森林生態系の物質循環

におけるササリターの役割） 渡辺 恒大 （森林圏環境学） 
Studies on life history of large Copepoda (Neocalanus cristatus) using the numerical model

（数値モデルを用いた大型カイアシ類 (Neocalanus cristatus) の生活史の研究） 照井 

健志 （海洋生物生産環境学） 
Seasonal and spatial variations in population dynamics of intertidal barnacle Chthamalus 

spp. （潮間帯に生息するフジツボ（Chthamalus spp.）の個体群動態の季節変異と空間変

異） 深谷 肇一 （動物生態学） 
Studies on the changes in the marine production process due to the decreasing nutrient 

concentrations in the hypertrophic bay (Dokai Bay, Japan)（過栄養内湾（洞海湾）にお

ける栄養塩濃度の減少に伴う低次生産過程の変化に関する研究） 濱田 建一郎 （海洋

生物生産環境学）  
Shoot and leaf dynamics of eelgrass Zostera marina L. along multiple environmental 

gradients（多重環境勾配下におけるアマモの成長動態） 細川 真也 （水圏環境生物学）  

A microbiological study that is conducive to efficient ammonia removal processes（アンモニ

ア除去プロセスの効率化に資する微生物学的研究） 東條 ふゆみ （環境分子生物学・

微生物生態学）  
Structures and functions of consortia composed of limnic large sulfur-oxidizing bacteria 

(Thioploca) and their epibiont（湖沼に生息する大型硫黄酸化細菌（Thioploca）と付着菌

からなる群集の構造と機能) 根本 富美子 （生物多様性科学）  

Tree-height dependent plasticity of open-grown current-year shoots（明所に生育する樹木当

年枝の樹高依存的な可塑性） 宮田 理恵 （植物生態学）  
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Analyses of contaminants and development of a high-performance water purification 
technique for surface water（陸水の汚染分析および高効率水浄化法の開発）Md. Tajuddin 
Sikder（起学研究） 

A study of seasonal change in partial pressure of carbon dioxide in the western North Pacific
（西部北太平洋における二酸化炭素分圧の季節変動に関する研究）熊 炫睿（起学研究） 

 

 

地球圏科学専攻 

平成23年度 

Studies on glacial lake development in the eastern Nepal Himalaya from 1964 to 2010（ネパ

ール・ヒマラヤ東部における1964～2010年の氷河湖の発達に関する研究）Damodar Lamsal 
（陸圏環境科学） 

Abrupt change in oceanic biogeochemical cycles associated with global warming（地球温暖化

に伴う海洋物質循環の劇変に関する研究）山本 彬友（大気海洋物理学・気候力学） 

An ecophysiological study of marine aerobic anoxygenic phototrophic bacteria (海洋におけ

る酸素非発生型好気性光合成細菌の生理生態学的研究)  佐藤 由季（物質循環・環境変

遷学） 

Experimental studies on the electrification phenomena of blowing snow（吹雪の帯電現象に

関する実験的研究）大宮 哲（雪氷・寒冷圏科学） 

Characteristics of seasonal and short-term variation of near-surface water vapor D/H 
isotope ratio revealed by continuous in-situ measurement（連続・現場測定から明らかと

なった地表近くの水蒸気D/H同位体比の季節および短時間変動特性）Lukman Ayanniyi 
Sunmonu（大気海洋物理学・気候力学） 

 

平成24年度 
Instabilities and diapycnal mixing caused by tidally-generated large-amplitude lee waves

（潮流により生成された大振幅風下波が引き起こす不安定と鉛直混合）阿部 祥子（大気

海洋物理学・気候力学） 

Studies on Synoptic-scale atmospheric transport into the Antarctic inland based 
upon in-situ observation（南極内陸域への総観規模大気輸送に関する観測的研究）平沢 

尚彦（論文博士） 

Biogeochemical roles of phytoplankton functional types in the Southern Ocean carbon cycle
（南大洋の炭素循環における植物プランクトン機能別分類群の生物地球化学的役割）髙尾 

信太郎（物質循環・環境変遷学） 

Sources and sinks of atmospheric carbon dioxide in the East Asia（東アジアにおける大気二

酸化炭素の発生源と消失源）朱 春茂（物質循環・環境変遷学） 

Studies on diurnal variations in dynamical fields and ozone field in the stratosphere（成層圏

における力学場とオゾン場の日変化に関する研究）坂崎 貴俊（大気海洋物理学・気候力

学） 

Study on radial growth and carbon isotope ratio of larch in taiga of north eastern Siberia（東

シベリアタイガ林カラマツの年輪幅および炭素同位体比に関する研究）鄭 峻介（物質循

環・環境変遷学） 
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Isotopic study on the sources of atmospheric water vapor of taiga forest in eastern Siberia
（水安定同位体比を用いたシベリアタイガ林の大気水蒸気の起源に関する研究）     

上田 哲大（物質循環・環境変遷学） 

Dynamics of the Antarctic ice sheet with coupled ice shelves（南極氷床変動における棚氷の影

響）佐藤 建（雪氷・寒冷圏科学） 

Climatological evolution and interannual variation of the Okinawa Baiu（沖縄梅雨の気候学

的時間発展と年々変動）岡田 靖子（大気海洋物理学・気候力学） 

A synthetic study of the tsunami disaster danger along the Pacific coast of Hokkaido, with 
reference to the 2011 Tohoku Earthquake Tsunami（2011年度東北地方太平洋沖津波災害

に依拠した北海道太平洋沿岸における津波危険度に関する総合的研究）水木 千春（陸圏

環境科学） 

Nitrogen budget and dynamics of taiga forest ecosystem in north eastern Siberia（東シベリ

アタイガ林生態系の窒素収支と動態） Alexandra Popova （物質循環・環境変遷学） 

 

 

生物圏科学専攻 

平成23年度 
Geographic variations of morphological and genetic features among island populations of 

the sika deer (Cervus nippon) in southern Japan: ecological and historical 
nonexchangeability（ニホンジカの形態及び遺伝的形質の地理的変異：生態学的・歴史的

な交換不可能性に着目した南日本島嶼個体群の解析） 寺田 千里 （森林圏環境学） 

The role of Sasa litter on biogeochemical cycling in forest ecosystem（森林生態系の物質循環

におけるササリターの役割） 渡辺 恒大 （森林圏環境学） 
Studies on life history of large Copepoda (Neocalanus cristatus) using the numerical model

（数値モデルを用いた大型カイアシ類 (Neocalanus cristatus) の生活史の研究） 照井 

健志 （海洋生物生産環境学） 
Seasonal and spatial variations in population dynamics of intertidal barnacle Chthamalus 

spp. （潮間帯に生息するフジツボ（Chthamalus spp.）の個体群動態の季節変異と空間変

異） 深谷 肇一 （動物生態学） 
Studies on the changes in the marine production process due to the decreasing nutrient 

concentrations in the hypertrophic bay (Dokai Bay, Japan)（過栄養内湾（洞海湾）にお

ける栄養塩濃度の減少に伴う低次生産過程の変化に関する研究） 濱田 建一郎 （海洋

生物生産環境学）  
Shoot and leaf dynamics of eelgrass Zostera marina L. along multiple environmental 

gradients（多重環境勾配下におけるアマモの成長動態） 細川 真也 （水圏環境生物学）  

A microbiological study that is conducive to efficient ammonia removal processes（アンモニ

ア除去プロセスの効率化に資する微生物学的研究） 東條 ふゆみ （環境分子生物学・

微生物生態学）  
Structures and functions of consortia composed of limnic large sulfur-oxidizing bacteria 

(Thioploca) and their epibiont（湖沼に生息する大型硫黄酸化細菌（Thioploca）と付着菌

からなる群集の構造と機能) 根本 富美子 （生物多様性科学）  

Tree-height dependent plasticity of open-grown current-year shoots（明所に生育する樹木当

年枝の樹高依存的な可塑性） 宮田 理恵 （植物生態学）  
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Evolution of host use in the leaf beetle Agelasa nigriceps (Coleoptera: Chrysomelidae)（キク

ビアオハムシ（甲虫目：ハムシ科）における寄主利用の進化） 甲山 哲生 （生態遺伝

学）  

Developmental regulatory mechanisms of mandible growth in the stag beetle (クワガタム

シにおける大顎発達の発生制御機構) 後藤 寛貴 （生態遺伝学）  
Relationship between microbial community structure and environmental factor in high 

altitude and high latitude regions（高緯度および高標高域における微生物群集構造と環境

要因との関係）藤井 正典 （生物多様性科学） 
Effects of physical environment on material cycle in Akkeshi Lake- focused on the role of 

eelgrass and the Manila clam - (厚岸湖の物質循環に及ぼす物理環境の研究－アマモと

アサリの役割－) 尹 錫鎭（海洋生物生産環境学） 
Differentiation in tree architecture and life history across co-occurring tree species in a 

Malaysian rainforest (マレーシアの熱帯雨林における樹木種の樹冠構造と生活史の種間

変異) 飯田 佳子（植物生態学） 

The origin and ecology of Rana nigromaculata introduced into Hokkaido（北海道に侵入した

トノサマガエルの由来と生態）高井 孝太郎（動物生態学） 

Variations in life-history strategy and reproductive performance of alpine plants under 
heterogeneous snow conditions（異質積雪環境における高山植物の生活史戦略と繁殖特性

の変異）川合 由加（植物生態学） 
Studies on fruit productivity of watermelon [Citrullus lanatus (Thunb.) Matsum. et Nakai] 

cultivated with vertical training（立体栽培スイカの果実生産特性に関する研究）渡辺 慎

一（耕地圏科学） 
Evaluation of the horticultural traits of Alstroemeriaceae and the fertilization barriers in 

intergeneric crosses（アルストロメリア科の園芸学的評価と属間交雑における受精障壁に

関する研究）柏原 夕希子（耕地圏環境学） 

Studies on molecular breeding using comparative approaches among species for the purpose 
of an improvement of winter hardiness in forage grasses（牧草における越冬性向上のた

めの種間比較アプローチを用いた分子育種学的研究） 田村 健一（耕地圏科学） 
Development of SSR markers in forage grasses and marker-assisted selection for crown rust 

disease of Italian ryegrass （牧草におけるSSRマーカーの開発およびイタリアンライグラ

ス冠さび病抵抗性に関するマーカー選抜育種） 平田 球子（耕地圏科学） 
 
平成24年度 

The effects of biological invasion of Solidago gigantea Aiton on native grasslands (在来草地

に対するオオアワダチソウによる生物学的侵入の効果) 斎藤 達也（植物生態学） 
Long-term evaluation on the effect of anthropogenic disturbances to the carbon budget of 

cool-temperate mixed forests in northern Hokkaido, Japan （人為起源の撹乱が北海道北

部冷温帯混交林の炭素循環に及ぼす影響に関する長期評価）Maricar Morales Aguilos（森

林圏環境学） 

Reproductive ecology of Japanese great tits focusing on extra-pair paternity (つがい外父性に

注目したシジュウカラの繁殖生態) 油田 照秋（動物生態学） 
Studies on the long-term production of white asparagus by rootstock storage and film 

shading （根株貯蔵とフィルム遮光によるホワイトアスパラガスの長期収穫体系に関する

研究）地子 立（耕地圏科学） 
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Effect of temperature on anaerobic degradation process of organic matter in coastal marine 
sediment （沿岸海洋堆積物における嫌気的有機物分解過程に対する温度の影響）松井 崇

人（環境分子生物学・微生物生態学） 
Population and ecological studies of the invasive pioneer species Chromolaena odorata and 

the application on post-mining land restoration and forest regeneration （外来侵入植物

ヒマワリヒヨドリ（Chromolaena odorata）の個体群生態学的研究とその鉱山跡地の再生

および森林回復への応用）Jonathan Castel Djietror（生態遺伝学） 
Tree community structure, architecture and dynamics of woody savanna of the Dahomey Gap 

in West Africa （西アフリカ，ダホメ・ギャプにおける木本サバンナの樹木群集構造，樹

冠構造と動態）Augustin Timothee Bio Orou Matilo（植物生態学） 
Physiological and behavioral studies on functional evaluation of fish passage during 

upstream migration of Pacific salmon （太平洋サケ遡上行動時における魚道の機能評価

に関する生理・行動学的研究）林田 寿文（水圏環境生物学） 

Ultrastructural observation and proteomics analysis on flagella of brown algal swarmers （褐

藻遊泳細胞の鞭毛についての微細構造観察とプロテオミクス解析）付 剛（水圏環境生物

学） 
Cavity-using bird community and nest web in a mixed forest, with special reference to cavity 

production by Japanese pygmy woodpeckers Dendrocopos kizuki （針広混交林の樹洞利

用鳥類群集とネスト・ウェブ，特にコゲラによる樹洞生産） 椎名 佳の美（動物生態学） 
A physiological and morphological field study of Abies sachalinensis and Picea glehnii 

juveniles of different size-classes （トドマツとアカエゾマツの異なるサイズの幼木に関す

る生理学的及び形態学的野外研究）Edgard Alves Bontempo e Silva（植物生態学） 

Studies on effective breeding methodologies to improve the nutritive value in timothy 
(Phleum pratense L.)（チモシー（Phleum pratense L.）の栄養価改良に向けた効果的な

育種方法に関する研究）足利 和紀（耕地圏科学） 
Taxonomy and phylogeny of the Drosophila robusta, quadrisetata and melanica species 

groups (Diptera: Drosophilidae) (Drosophila robusta, quadrisetata およびmelanica種
群(ハエ目：ショウジョウバエ科）の分類と系統)  Awit Suwito（生態遺伝学） 

Field experiments of top-down and bottom-up effects on the structure of soil animal 
community in a cool-emperate forest of Japan（日本の冷温帯林における土壌動物群集構

造に対するトップダウン効果とボトムアップ効果の野外実験）南波 興之（生態遺伝学） 
 
 
物質環境科学専攻 

平成23年度 
Crystal structures and physical properties of polyoxometalate crystals containing dynamical 

supramolecular cation structures（動的超分子カチオン構造を有するポリオキソメタレー

ト結晶の構造と物性）遠藤 大五郎（光電子科学）（課程博士） 
Study on magnetic adsorbent with surface modification and application to removal of 

hazardous materials（表面修飾磁性吸着剤とその有害物質除去への適用に関する研究）

佐々木 隆浩（生体物質科学）（課程博士） 
External electric field effects on photoexcitation dynamics of semiconductor and metal 

nanoparticles（半導体および金属ナノ粒子の光励起ダイナミクスへの外部電場効果）大島 

瑠利子（光電子科学）（課程博士） 
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Evolution of host use in the leaf beetle Agelasa nigriceps (Coleoptera: Chrysomelidae)（キク

ビアオハムシ（甲虫目：ハムシ科）における寄主利用の進化） 甲山 哲生 （生態遺伝

学）  

Developmental regulatory mechanisms of mandible growth in the stag beetle (クワガタム

シにおける大顎発達の発生制御機構) 後藤 寛貴 （生態遺伝学）  
Relationship between microbial community structure and environmental factor in high 

altitude and high latitude regions（高緯度および高標高域における微生物群集構造と環境

要因との関係）藤井 正典 （生物多様性科学） 
Effects of physical environment on material cycle in Akkeshi Lake- focused on the role of 

eelgrass and the Manila clam - (厚岸湖の物質循環に及ぼす物理環境の研究－アマモと

アサリの役割－) 尹 錫鎭（海洋生物生産環境学） 
Differentiation in tree architecture and life history across co-occurring tree species in a 

Malaysian rainforest (マレーシアの熱帯雨林における樹木種の樹冠構造と生活史の種間

変異) 飯田 佳子（植物生態学） 

The origin and ecology of Rana nigromaculata introduced into Hokkaido（北海道に侵入した

トノサマガエルの由来と生態）高井 孝太郎（動物生態学） 

Variations in life-history strategy and reproductive performance of alpine plants under 
heterogeneous snow conditions（異質積雪環境における高山植物の生活史戦略と繁殖特性

の変異）川合 由加（植物生態学） 
Studies on fruit productivity of watermelon [Citrullus lanatus (Thunb.) Matsum. et Nakai] 

cultivated with vertical training（立体栽培スイカの果実生産特性に関する研究）渡辺 慎

一（耕地圏科学） 
Evaluation of the horticultural traits of Alstroemeriaceae and the fertilization barriers in 

intergeneric crosses（アルストロメリア科の園芸学的評価と属間交雑における受精障壁に

関する研究）柏原 夕希子（耕地圏環境学） 

Studies on molecular breeding using comparative approaches among species for the purpose 
of an improvement of winter hardiness in forage grasses（牧草における越冬性向上のた

めの種間比較アプローチを用いた分子育種学的研究） 田村 健一（耕地圏科学） 
Development of SSR markers in forage grasses and marker-assisted selection for crown rust 

disease of Italian ryegrass （牧草におけるSSRマーカーの開発およびイタリアンライグラ

ス冠さび病抵抗性に関するマーカー選抜育種） 平田 球子（耕地圏科学） 
 
平成24年度 

The effects of biological invasion of Solidago gigantea Aiton on native grasslands (在来草地

に対するオオアワダチソウによる生物学的侵入の効果) 斎藤 達也（植物生態学） 
Long-term evaluation on the effect of anthropogenic disturbances to the carbon budget of 

cool-temperate mixed forests in northern Hokkaido, Japan （人為起源の撹乱が北海道北

部冷温帯混交林の炭素循環に及ぼす影響に関する長期評価）Maricar Morales Aguilos（森

林圏環境学） 

Reproductive ecology of Japanese great tits focusing on extra-pair paternity (つがい外父性に

注目したシジュウカラの繁殖生態) 油田 照秋（動物生態学） 
Studies on the long-term production of white asparagus by rootstock storage and film 

shading （根株貯蔵とフィルム遮光によるホワイトアスパラガスの長期収穫体系に関する

研究）地子 立（耕地圏科学） 
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Monitoring cellular environment based on the time-resolved fluorescence measurements（時

間分解蛍光測定による細胞環境のモニタリング）Md. Serajul Islam（光電子科学）（課程博

士） 
Study of photoresponse in the electrical conductivity of crystalline materials by using 

spectroscopic techniques（分光学的手法による結晶状物質の電気伝導度における光応答の

研究）Farzana Sabeth（光電子科学）（課程博士） 

Fabrication, behaviors and applications of graphitic nano-carbon based electrodes(グラファ

イト構造ナノカーボン電極の製作，挙動解析及び応用に関する研究）賀 建軍（生体物質

科学）（課程博士） 
 
平成24年度 

Studies on linear peptides from the freshwater cyanobacteria of genus Anabaena（淡水産ラ

ン藻Anabaena属の直鎖ペプチドに関する研究）Andrea Roxanne Anas Jocsing（生体物質

科学）（課程博士） 
Development of Highly Selective Organic Synthesis Reactions Using Tungsten(VI) Oxide 

Photocatalysts（酸化タングステン系光触媒を用いた高選択的有機合成反応の開発）   

冨田 修（環境触媒化学）（論文博士） 
Specific Adsorption-Absorption Properties and Catalysis of Alkaline Metal Salts of Keggin-

Type Heteropoly Tungstates（ケギン型ヘテロポリタングステン酸アルカリ金属塩の特異

な吸着-収着特性と触媒作用） 三浦 裕紀（ナノ環境材料）（課程博士） 
Synthesis and evaluation of CO2 adsorption properties of porous copper complexes with 

inorganic anion ligands（無機アニオン配位子を含む多孔性銅金属錯体の合成とCO2吸着

特性評価）福原 克郎（光電子科学）（課程博士） 
Investigation of Multiple Molecular Motions in Supramolecular Cation-Metal Complex 

Crystals and Their Functions（超分子カチオン-金属錯体単結晶における複合的分子運動

の探索と機能発現） 劉 尊奇（光電子科学）（課程博士） 
Study on metabolome analysis using capillary electrophoresis mass spectrometry and its 

application to biomedical research（キャピラリー電気泳動質量分析法を用いたメタボロ

ーム解析とその生物医学研究への応用）平山 明由（生体物質科学）（論文博士） 
  



− 39 −

 39

１１−２ 修士論文題目一覧  

 
環境起学専攻 

平成23年度 

温暖化した北海道における基礎人口収容力を推定する 木下 卓夫（統合） 

Depression effect of Vitamin E on oxidative stress（ビタミンEの酸化ストレス抑制効果）   

石渡 沙織（先駆） 

卵殻を吸着材として用いた重金属の除去に関する研究 中村 直樹（先駆） 

環境分野で働く方に特徴的なマインド・スキル・性格に関するフィールド調査 池田 貴裕（統

合） 
Phytoremediation of cadmium accumulation in water using Micranthemum unbrosum and 

Drymaria cordata（ラージパールグラスおよびホワイトドリマリアを用いた水圏のカドミ

ウムのファイトレメディエーション) 上野 恭幸（先駆） 

ダムが下流域の河床環境に及ぼす影響の検討―河床材料の違いに着目して― 西明 剛（統合） 

Sensitivity analysis of household CO2 emissions in 47 prefectures of Japan（日本の47都道府

県における家計部門CO2排出量の感度分析） 本城 慶多（統合） 
A quantitative genetic model on sex determination under the assumption of temperature-

dependent fitness（温度依存的適応度を仮定した性決定に関する量的遺伝モデル） 山田 

翔一（先駆） 

下層植生のササの除去が樹木の空間分布に及ぼす影響 藤部 拓己（統合） 

セシウムの除去を指向した多層カーボンナノチューブ/プルシアンブルー複合型吸着材の開発 

真鍋 翔一（先駆） 

シモバシラ (Keiskea japonica) に成長する氷花の形成メカニズム～気象環境および茎内部構造

の影響～ 田丸 隼也（統合） 

Effects of differences of UV length on production of pyrimidine dimer in PC12 cells（PC12細
胞におけるUV波長の違いによるピリミジンダイマー生成量への影響） 鹿嶋 さくら（統

合） 

Establishment patterns of native and non-native trees on an abandoned skislope（放棄スキ

ー場における在来・非在来樹種の定着パターン） 吉田 智明（統合） 

大学キャンパスにおける堆肥化事業実現可能性の検討～北海道大学をケーススタディとして～ 

久保 弦（統合） 
Analysis of a possible impact of global warming on Ishikari River runoff by sensitivity 

experiments using a hydrological model（水循環モデルを用いた石狩川の流出量に対する

地球温暖化影響の感度実験） 阿部 景太（統合） 

北海道における昇温事例の時空間的特徴に関する解析 森 佳祐（統合） 

北海道北部森林における地上部・地中部の総炭素貯留量の把握 鈴木 秀知（統合） 

Effects of zinc on cadmium toxicity in PC12 cells（PC12細胞におけるカドミウム毒性に対する

亜鉛の影響） 浮穴 純貴（統合） 

環境情報伝達における，インターネットを用いた感覚的表現に関する研究～製作者と研究者・実

践者へのインタビュー調査と考察～ 須山 哲（統合） 
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Monitoring cellular environment based on the time-resolved fluorescence measurements（時

間分解蛍光測定による細胞環境のモニタリング）Md. Serajul Islam（光電子科学）（課程博

士） 
Study of photoresponse in the electrical conductivity of crystalline materials by using 

spectroscopic techniques（分光学的手法による結晶状物質の電気伝導度における光応答の

研究）Farzana Sabeth（光電子科学）（課程博士） 

Fabrication, behaviors and applications of graphitic nano-carbon based electrodes(グラファ

イト構造ナノカーボン電極の製作，挙動解析及び応用に関する研究）賀 建軍（生体物質

科学）（課程博士） 
 
平成24年度 

Studies on linear peptides from the freshwater cyanobacteria of genus Anabaena（淡水産ラ

ン藻Anabaena属の直鎖ペプチドに関する研究）Andrea Roxanne Anas Jocsing（生体物質

科学）（課程博士） 
Development of Highly Selective Organic Synthesis Reactions Using Tungsten(VI) Oxide 

Photocatalysts（酸化タングステン系光触媒を用いた高選択的有機合成反応の開発）   

冨田 修（環境触媒化学）（論文博士） 
Specific Adsorption-Absorption Properties and Catalysis of Alkaline Metal Salts of Keggin-

Type Heteropoly Tungstates（ケギン型ヘテロポリタングステン酸アルカリ金属塩の特異

な吸着-収着特性と触媒作用） 三浦 裕紀（ナノ環境材料）（課程博士） 
Synthesis and evaluation of CO2 adsorption properties of porous copper complexes with 

inorganic anion ligands（無機アニオン配位子を含む多孔性銅金属錯体の合成とCO2吸着

特性評価）福原 克郎（光電子科学）（課程博士） 
Investigation of Multiple Molecular Motions in Supramolecular Cation-Metal Complex 

Crystals and Their Functions（超分子カチオン-金属錯体単結晶における複合的分子運動

の探索と機能発現） 劉 尊奇（光電子科学）（課程博士） 
Study on metabolome analysis using capillary electrophoresis mass spectrometry and its 

application to biomedical research（キャピラリー電気泳動質量分析法を用いたメタボロ

ーム解析とその生物医学研究への応用）平山 明由（生体物質科学）（論文博士） 
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WRFモデルによる局地的豪雨の解析－1999年7月21日の練馬における事例について－    

佐藤 達大（先駆） 
Developing a Composite Index for Vulnerability of Coastal Communities in Baler, Aurora, 

Philippines（フィリピン沿岸域の地域社会における脆弱性指標の開発） Orencio Pedcris 
Miralles（先駆） 

Study on comparison of citizens' environmental awareness among four cities in China and 
Japan（日中の4都市における市民の環境意識の比較） 林 応超（統合） 

 

平成24年度 

電気化学的手法とファイトレメディエーションの組み合わせによる汚染土壌修復法に関する検

討 杉本 翔（環境適応科学） 

風力発電開発におけるHEPを用いた自然環境影響最少化案の検討 篠原 徹（統合） 

Effects of catechin on copper toxicity in PC12 cells（PC12細胞における銅毒性に対するカテキ

ンの影響） 中野 紘希（環境適応科学） 
Development of cognitive-task performance data processing system and an application of the 

system to analysis of time course of effect of alcohol ingestion on cognitive-task 
performance（認知課題成績データ処理システムの開発とアルコール摂取が認知課題成績

に及ぼす影響の経時変化解析へのそのシステムの適用） 笹口 真幹（環境適応科学） 

環境非営利団体による「北海道の環境報告書」の出版に関する考察，およびその環境教育の可能

性-「もうひとつの北海道環境白書」の制作を事例として- 福岳 渉（実践環境科学） 

網走川流域ガバナンス 倉野 健人（人間・生態システム） 

砂防ダムが下流生態系に与える影響～撹乱強度に応じた影響の空間変異～ 吉崎 匡広（人間・

生態システム） 

表面修飾微粒子中空体（シラスバルーン）の作製とその吸着材としての評価 張 思京（環境適

応科学） 

A decision support model for traffic congestion in protected areas（自然保護区域における交

通渋滞管理のためのシミュレーションモデルに関する研究） 石川 健介（人間・生態シ

ステム） 

カーボンクレジットの活用による木材利用促進の可能性と課題 中村 真平（統合） 

流域スケールにおける水生昆虫群集の種多様性維持機構-水文過程の異なる河川の役割-     
渡辺 のぞみ（人間・生態システム） 

持続可能な社会に向けたグリーン電力カートの基礎的実証実験 中西 浩崇（実践環境科学） 
Comparative Analysis of Solid Waste Management in Ulaanbaatar, Mongolia: Sustainability 

Assessment and the Implication（モンゴル共和国ウランバートル市の固形廃棄物管理の

比較研究：持続性アセスメントとその意義） Byamba Bolorchimeg（国際環境保全） 

北海道における未利用森林木質資源の暖房エネルギーとしてのポテンシャル及び活用可能性の

検討 森田 真史（統合） 

大雪山国立公園のヒグマ生息地における管理方針策定に向けた提言 惠藤 嵩久（人間・生態 

システム） 

土地被覆・土地利用の違いが河川水質成分および沿岸の磯焼けに与える影響評価 〜道南 上ノ

国町を例に〜 夏目 奏（人間・生態システム）  
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表面修飾微粒子中空体（シラスバルーン）の作製とその吸着材としての評価 張 思京（環境適

応科学） 

A decision support model for traffic congestion in protected areas（自然保護区域における交

通渋滞管理のためのシミュレーションモデルに関する研究） 石川 健介（人間・生態シ

ステム） 

カーボンクレジットの活用による木材利用促進の可能性と課題 中村 真平（統合） 

流域スケールにおける水生昆虫群集の種多様性維持機構-水文過程の異なる河川の役割-     
渡辺 のぞみ（人間・生態システム） 

持続可能な社会に向けたグリーン電力カートの基礎的実証実験 中西 浩崇（実践環境科学） 
Comparative Analysis of Solid Waste Management in Ulaanbaatar, Mongolia: Sustainability 

Assessment and the Implication（モンゴル共和国ウランバートル市の固形廃棄物管理の

比較研究：持続性アセスメントとその意義） Byamba Bolorchimeg（国際環境保全） 

北海道における未利用森林木質資源の暖房エネルギーとしてのポテンシャル及び活用可能性の

検討 森田 真史（統合） 

大雪山国立公園のヒグマ生息地における管理方針策定に向けた提言 惠藤 嵩久（人間・生態 

システム） 

土地被覆・土地利用の違いが河川水質成分および沿岸の磯焼けに与える影響評価 〜道南 上ノ

国町を例に〜 夏目 奏（人間・生態システム）  
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中国の小学校における環境教育プログラムの作成及び実践評価 李 仙（人間・生態システム） 

Evaluation of the toxicity of the sorbic acids using PC12 cells（PC12細胞を用いたソルビン酸

類の毒性の評価） 井上 祥太朗（環境適応科学） 

とろろ昆布を吸着体とする重金属イオンの除去法の開発 長内 雅浩（環境適応科学） 

フェロシアン化コバルトを吸着材として用いたセシウムの除去 有薗 英樹（環境適応科学） 

Evaluation of phytoremediation of cesium using a cucumber（きゅうりを用いたセシウムのフ

ァイトレメディエーションの評価） 高瀬 聖（環境適応科学） 

流水性イシガイ目における水路の連続性の重要性－生息地保全への提言 玉置 弘幸（統合） 

DNAフォームを吸着材として用いたセシウムとストロンチウムの除去 藤井 佑介（環境適応

科学） 

モンゴル・カラマツ林の年輪構造からみた虫害履歴の復元‐クロノロジー再構築とLight ringに
注目した解析‐ 阿部 直美子（人間・生態システム） 

日本の登山道の持続的な維持管理に関する研究―大雪山国立公園の登山道協働型維持管理体制

をもとに― 平山 健太郎（人間・生態システム） 

Genetic Engineering for the Improvement of Phytoremediation of Heavy Metals（遺伝子工学

を用いた重金属のファイトレメディエーション改良） Zaman Mohammad Shahriar（環

境適応科学） 

Evaluation on fixation of cesium ions in Japanese bentonite clays（日本のベントナイト粘土

へのセシウムイオンの固定化現象の評価） 申屠 雷吉（環境適応科学） 

地球温暖化に関するパンフレットを例にした評価方法及び評価基準の作成 髙野 葵（統合） 

河床低下が引き起こす生物相の変化 ―底質置換の影響把握― 青木 久美子（先駆） 

モンゴルにおける未舗装道路形成による草地の荒廃及び遷移プロセス 村山 翔太（人間・生

態システム） 

生息地の光特性に応じたカシワの形態変化 北條 愛（人間・生態システム） 

光・低温ストレスに対するクマイザサの生理的応答 橋口 惠（人間生態システム） 
 

 

地球圏科学専攻 

平成23年度 

炭素安定同位体による植物の水分環境ストレス評価 千葉 庸平 （物質循環・環境変遷学） 

富士吉田の森林タワーを使って測定した水蒸気安定同位体比の変動特性 田井戸 逸平 （大気

海洋物理学・気候力学） 

金星雲頂における風速推定の研究 池川 慎一 （大気海洋物理学・気候力学） 

樹木年輪炭素安定同位体比を用いたモンゴル国森林-草原境界域における水分環境変動解析  

津久浦 朱美 （物質循環・環境変遷学） 

東シベリアタイガ-ツンドラ境界域におけるメタンフラックスと安定同位体比 新宮原 諒 （物

質循環・環境変遷学） 

海氷融氷水が春季南部オホーツク海域の栄養環境に与える影響に関する研究 漢那 直也 （物

質循環・環境変遷学） 
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TerminationⅠにおける南極ドームふじ氷床コアに含まれる水溶性微粒子の化学組成 大藪 幾美 
（雪氷・寒冷圏科学） 

大気境界層における運動量輸送に寄与する乱流構造の解析 小川 公一 （大気海洋物理学・気候

力学） 

樽前山周辺の降雪機構 坪倉 光佑 （大気海洋物理学・気候力学） 

南極周極流における渦活動の長期的な変化とSAMへの応答 谷口 央 （大気海洋物理学・気候

力学） 

南太平洋における溶存イソプレンの分布とその成因に関する研究 吉田 怜 （物質循環・環境変

遷学） 

Distribution, Morphology and Internal Structure of Pingos in Mongolia （モンゴルにおける

ピンゴの分布，形態と内部構造） 酒井 貴悠（陸圏環境科学） 

大分県大野川地域におけるグリセロール・ジアルキル・グリセロール・テトラエーテル組成に基

づく完新世の古環境復元 山本 康人 （物質循環・環境変遷学）  

積雪内間隙空気中オゾンの濃度変動に関する研究 中山 桃子 （物質循環・環境変遷学） 

地形学的解釈と氷河流動モデルの融合による氷河復元手法の検討 阿部 洋祐 (陸圏環境科学) 

Treeline ecotone dynamics of Abies spectabilis in the Barun vally, eastern Nepal Himalaya 
(ネパール・ヒマラヤ東部 ,バルン谷における高木限界付近の移行帯のダイナミクス) 
Parveen Kumar Chhetri（陸圏環境科学） 

北海道の主要山岳 48 山における登山道侵食の分布と形態−登山道侵食に関する台帳と地形学

図の作成− 小林 勇介 （陸圏環境科学） 

ニセコにおけるスキーリゾートの発展と山岳環境改変の関係 William Jefferson（陸圏環境科

学） 

大気大循環モデルにおける熱帯の海面水温と降水に関する研究 水口 元 （大気海洋物理学・気

候力学） 

オホーツク海における  Profiling float を用いた海氷融解と生物生産過程に関する研究    

一色 倫聡 （大気海洋物理学・気候力学） 

戸蔦別川上流域の河川砂防の進展に伴う河床変動 先本 直生 （陸圏環境科学） 

  

 

平成24年度 

樽前山周辺の降雪機構 坪倉 光佑 （大気海洋物理学・気候力学） 

Assessing vegetation cover changes induced by livestock grazing in the Alai valley, the 
Kyrgyz Republic in and after the Soviet time（キルギス共和国，アライ谷におけるソビエト時

代とその後の家畜放牧による植被変化の評価）刘 洁（陸圏環境科学） 

Organic molecular compositions and source apportionments of suburban aerosols collected at 
Mangshan, North of Beijing, China（北京市郊外・マンシャンにおける大気エアロゾルの

有機化学組成と起源解析)  楊 飛（物質循環・環境変遷学） 

南極ロス棚氷ポリニヤの変動機構と海氷生産収支 中田 和輝（大気海洋物理学・気候力学） 

千島海盆を中心とするオホーツク海の季節変動に関する研究 高島 知充（大気海洋物理学・気

候力学） 
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TerminationⅠにおける南極ドームふじ氷床コアに含まれる水溶性微粒子の化学組成 大藪 幾美 
（雪氷・寒冷圏科学） 

大気境界層における運動量輸送に寄与する乱流構造の解析 小川 公一 （大気海洋物理学・気候

力学） 

樽前山周辺の降雪機構 坪倉 光佑 （大気海洋物理学・気候力学） 

南極周極流における渦活動の長期的な変化とSAMへの応答 谷口 央 （大気海洋物理学・気候

力学） 

南太平洋における溶存イソプレンの分布とその成因に関する研究 吉田 怜 （物質循環・環境変

遷学） 

Distribution, Morphology and Internal Structure of Pingos in Mongolia （モンゴルにおける

ピンゴの分布，形態と内部構造） 酒井 貴悠（陸圏環境科学） 

大分県大野川地域におけるグリセロール・ジアルキル・グリセロール・テトラエーテル組成に基

づく完新世の古環境復元 山本 康人 （物質循環・環境変遷学）  

積雪内間隙空気中オゾンの濃度変動に関する研究 中山 桃子 （物質循環・環境変遷学） 

地形学的解釈と氷河流動モデルの融合による氷河復元手法の検討 阿部 洋祐 (陸圏環境科学) 

Treeline ecotone dynamics of Abies spectabilis in the Barun vally, eastern Nepal Himalaya 
(ネパール・ヒマラヤ東部 ,バルン谷における高木限界付近の移行帯のダイナミクス) 
Parveen Kumar Chhetri（陸圏環境科学） 

北海道の主要山岳 48 山における登山道侵食の分布と形態−登山道侵食に関する台帳と地形学

図の作成− 小林 勇介 （陸圏環境科学） 

ニセコにおけるスキーリゾートの発展と山岳環境改変の関係 William Jefferson（陸圏環境科

学） 

大気大循環モデルにおける熱帯の海面水温と降水に関する研究 水口 元 （大気海洋物理学・気

候力学） 

オホーツク海における  Profiling float を用いた海氷融解と生物生産過程に関する研究    

一色 倫聡 （大気海洋物理学・気候力学） 

戸蔦別川上流域の河川砂防の進展に伴う河床変動 先本 直生 （陸圏環境科学） 

  

 

平成24年度 

樽前山周辺の降雪機構 坪倉 光佑 （大気海洋物理学・気候力学） 

Assessing vegetation cover changes induced by livestock grazing in the Alai valley, the 
Kyrgyz Republic in and after the Soviet time（キルギス共和国，アライ谷におけるソビエト時

代とその後の家畜放牧による植被変化の評価）刘 洁（陸圏環境科学） 

Organic molecular compositions and source apportionments of suburban aerosols collected at 
Mangshan, North of Beijing, China（北京市郊外・マンシャンにおける大気エアロゾルの

有機化学組成と起源解析)  楊 飛（物質循環・環境変遷学） 

南極ロス棚氷ポリニヤの変動機構と海氷生産収支 中田 和輝（大気海洋物理学・気候力学） 

千島海盆を中心とするオホーツク海の季節変動に関する研究 高島 知充（大気海洋物理学・気

候力学） 
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ODP Site 1237堆積物から見た後期漸新世以降の陸源砕屑物供給パターンおよび海洋環境の変

遷 野間 恵理子（大気海洋化学・環境変遷学） 

東シベリア永久凍土中のメタン蓄積 中村 恵（大気海洋化学・環境変遷学） 

西部北太平洋における移行域モード水の形成メカニズム 西方 彩乃（大気海洋物理学・気候

力学） 

黒潮・黒潮続流上の大気境界層内における非地衡風成分の特徴 村中 里衣（大気海洋物理学・

気候力学） 

ウェッデル海東部における南極底層水の暖水化傾向 野田 朝美（大気海洋物理学・気候力学） 

森林大気中の糖類及びＳＯＡトレーサーの組成と日変化 福田 康朗（大気海洋化学・環境変

遷学） 

チュクチ海とその周辺域の砕屑鉱物の分布とその古海洋学的応用 小林 大祐（大気海洋化

学・環境変遷学） 

熱帯の季節内振動に伴う東アジア域の降水変動とその要因の定量的評価 本内 奈津子（大気

海洋物理学・気候力学） 

強い潮流による渦対の形成とその後の時間発展 大上 真寅（大気海洋物理学・気候力学） 

安定接地層における気流水平構造の可視化計測 飯岡 祐貴（大気海洋物理学・気候力学） 

Fe(Ⅱ)クリーン分析計の開発と海氷域における Fe(Ⅱ)の定量的評価 稲垣 成一（大気海洋化

学・環境変遷学） 

オホーツク海沿岸に設置した 2 台のドップラーレーダを用いた海上で発達する筋雲の構造と

形成要因の解明 林 侑斗（大気海洋物理学・気候力学） 

渦と内部波の相互作用 伊藤 薫（大気海洋物理学・気候力学） 

流域環境が渓流水中の溶存有機物動態に及ぼす影響 吉田 なつ美（大気海洋化学・環境変遷

学） 

霰の落下速度と粒径分布の定式化及びその応用 蒲山 裕起（雪氷・寒冷圏科学） 

九種の再解析データを用いた大規模火山噴火時の気温変化量の評価 日比野 敬司（大気海洋

物理学・気候力学） 

領域大気モデルを用いたメソスケール降水システム（平成２４年・筑波竜巻）の研究     

今井 悠雅（大気海洋物理学・気候力学） 

南極海における表層塩分の長期変動に関する研究 遠藤 貴裕（大気海洋物理学・気候力学） 

北海道水同位体マップ及び無機態窒素マップの作成 都築 佑太（大気海洋化学・環境変遷学） 

夏期と秋雨期の降水と水輸送 谷澤 隼人（大気海洋物理学・気候力学） 

東京のオゾン濃度とエアロゾル数濃度の長時間変動特性および短時間変動に及ぼす大気境界層

の影響 大賀 友貴（大気海洋物理学・気候力学） 

理想化した盆地地形における夜間冷却過程に関する数値解析 清水 大粋（雪氷・寒冷圏科学） 

オホーツク海サハリンポリニヤの形成・変動ダイナミクス 鈴木 裕太（大気海洋物理学・気

候力学） 

 

オホーツク海南部・日本海北部の表層水中における主要栄養塩及び鉄の地理的分布     

田中 美菜子（大気海洋化学・環境変遷学） 
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Ice front variations and velocity changes of calving glaciers in the Southern Patagonia 
Icefield （南パタゴニア氷原におけるカービング氷河の末端変動と流動変化）榊原 大貴

（雪氷・寒冷圏科学） 

花粉センサを利用した雲粒子ゾンデの開発 新井 徹（大気海洋物理学・気候力学） 

東シベリアタイガ‐ツンドラ境界における凍土及び表面水の水安定同位体比の観測     

鷹野 真也（大気海洋化学・環境変遷学） 

熱帯対流圏界層内ケルビン波構造に伴う水蒸気変動 山木 望愛（大気海洋物理学・気候力学） 

森林における低分子ジカルボン酸・脂肪酸の組成と日変化 野坂 圭（大気海洋化学・環境変

遷学） 

 

 

生物圏科学専攻 

平成23年度 

植物バイオセンサーを用いた甲状腺ホルモン活性物質の探索法の確立 川端 宏枝 （環境分

子生物学・微生物生態学）             

種子生産が春植物エゾエンゴサクの個体群動態に及ぼす影響 平野 里佳 （生物多様性科学）    

Comparisons of foraging patterns of bumblebees (Bombus spp.) between urban and natural 
forests （都市林と自然林におけるマルハナバチ類の採餌パターンの比較） 中村 祥子 

（生物多様性科学）    

Evolutionary history of the house mouse Mus musculus from Eurasia inferred from 
nucleotide diversities of the chromosomal region associated with coat color-related gene
（毛色関連遺伝子周辺領域の塩基多型からみたユーラシア産野生ハツカネズミの自然史） 

児玉 紗也香 （生態遺伝学）  

Phylogeography of the genus Lepus in northern Asia and population history of the mountain 
hare (L. timidus) in Hokkaido, Japan（北アジア産ノウサギ属の系統地理学的解析と北

海道産ユキウサギの集団史の解明） 木下 豪太 （生態遺伝学）  

Phylogenetic origin of the sable in Hokkaido (Martes zibellina brachyura) based on Mc1r 
gene sequences（毛色関連遺伝子Mc1rの変異に基づくエゾクロテンの系統学的起源）   

石田 浩太朗  （生態遺伝学）  

Diversity and host use of Drosophila parasitoids in Tokyo and Sapporo（東京および札幌にお

けるショウジョウバエの捕食寄生者の多様性と宿主利用） 粕谷 菜月 （生態遺伝学）  

Analysis on the soldier-specific proteins in sternal gland of the damp-wood termite（オオシ

ロアリの腹板腺における兵隊特異的タンパク質の解析） 淀井 智也 （生態遺伝学）  

北海道における高層湿原の池塘にみられる水生節足動物の種多様性と種組成の空間変異   

林 瑠宇 （動物生態学） 

Developmental bases of underlying the sexual differentiation of antennae in the ponerine 
ant (トゲオオハリアリにおける触角形態の顕著な性差をもたらす分子発生学的基盤)  

笹 千舟 （動物生態学）    

北海道厚岸湖における二枚貝の環境収容力の推定 阿部 博哉 （海洋生物生産環境学）    

根室湾における栄養塩環境特性と低次生物生産の関係 市野 亜沙美 （海洋生物生産環境学）    

アマモ場の存在が風蓮湖の栄養塩循環に及ぼす影響の定量的評価 張間 千鶴 （海洋生物生
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産環境学）    

サロマ湖における二枚貝垂下養殖が物質循環系に与える影響評価 森田 康 （海洋生物生産

環境学）    

天塩川感潮域におけるヤマトシジミ（Corbicula japonica）の分布特性と食性解析 渡邊 恵実 

（海洋生物生産環境学）    

北海道東部別寒辺牛川水系におけるイトウParahucho perryi成魚の生息地選択性に関する研究 

鍵和田 玄 （水圏環境生物学）    

知床半島沿岸域におけるシロザケOncorhynchus ketaの漁獲量変動メカニズム解明に関する研

究 篠原 陽 （水圏環境生物学）    

バイオロギング・バイオテレメトリー手法を用いたイトウParahucho perryi成魚の行動生態に

関する研究 高橋 伸幸 （水圏環境生物学）    

Origin and genetic population structure of two hemi-clone strains of Hexagrammos hybrid
（半クローン生殖するアイナメ属雑種生殖集団2系統の起源と遺伝的集団構造）      

堀田 海帆 （水圏環境生物学）    

植物バイオセンサーによる糖質コルチコイド・アンドロゲン活性物質検出の試み 大崎 渥子 

（環境分子生物学・微生物生態学）  

アンモニア酸化細菌の活性促進機構の解析 坂上 景子 （環境分子生物学・微生物生態学）  

Acinetobacter calcoaceticus P23株が生産する新規植物成長促進因子の同定 千田 俊輔 （環

境分子生物学・微生物生態学）  

便器表面に早期付着する新規Rhizobium属細菌R8株の諸特性解析 深野 透 （環境分子生物学・

微生物生態学）  

シロイヌナズナにおけるホウ素応答機構の解明とホウ素過剰耐性付与を目指した形質転換トマ

トの生育解析 平井 達也 （環境分子生物学・微生物生態学）  

サンゴ及び褐虫藻の脂質組成とサンゴの白化現象との関係 若浜 貴宏 （環境分子生物学・微

生物生態学）  

サハリン油田開発に伴う原油汚染事故を想定した原地性バイオオーグメンテーションの研究 

坂口 直史 （環境分子生物学・微生物生態学）  

Spatial genetic structures of the sika deer population in Hokkaido using mtDNA and msDNA
（mtDNAとmsDNAを用いたエゾシカ個体群の遺伝的空間構造の解明）     山田 

敏也 （森林圏環境学）    

mtDNA と nDNA の比較に基づいた遺伝的多様性の維持機構の推定-小型哺乳類であるエゾヤ

チネズミをモデルとして- 菅家 恵未 （森林圏環境学）    

広葉樹が混交したアカエゾマツ人工林における樹木の成長過程と森林の多面的機能の評価  

加藤 聡美 （森林圏環境学） 

天然生針広混交林の択伐施業地における炭素貯留量の長期変化 南雲 未智 （森林圏環境学）    

湿地性アカエゾマツ林の動態に地下水位の空間的・時間的変動が及ぼす影響 竹内 史郎 （森

林圏環境学）    

針広混交林における枯死木の腐朽過程の変動：材の部位，樹種，周辺環境の影響 井上 太樹 

（森林圏環境学）    

４倍体草本ザゼンソウのマイクロサテライトマーカー開発 間宮 渉 （森林圏環境学）    

ミズナラの種子生産量と肥大成長の長期変動 來住 牧 （森林圏環境学）    
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Ice front variations and velocity changes of calving glaciers in the Southern Patagonia 
Icefield （南パタゴニア氷原におけるカービング氷河の末端変動と流動変化）榊原 大貴

（雪氷・寒冷圏科学） 

花粉センサを利用した雲粒子ゾンデの開発 新井 徹（大気海洋物理学・気候力学） 

東シベリアタイガ‐ツンドラ境界における凍土及び表面水の水安定同位体比の観測     

鷹野 真也（大気海洋化学・環境変遷学） 

熱帯対流圏界層内ケルビン波構造に伴う水蒸気変動 山木 望愛（大気海洋物理学・気候力学） 

森林における低分子ジカルボン酸・脂肪酸の組成と日変化 野坂 圭（大気海洋化学・環境変

遷学） 

 

 

生物圏科学専攻 

平成23年度 

植物バイオセンサーを用いた甲状腺ホルモン活性物質の探索法の確立 川端 宏枝 （環境分

子生物学・微生物生態学）             

種子生産が春植物エゾエンゴサクの個体群動態に及ぼす影響 平野 里佳 （生物多様性科学）    

Comparisons of foraging patterns of bumblebees (Bombus spp.) between urban and natural 
forests （都市林と自然林におけるマルハナバチ類の採餌パターンの比較） 中村 祥子 

（生物多様性科学）    

Evolutionary history of the house mouse Mus musculus from Eurasia inferred from 
nucleotide diversities of the chromosomal region associated with coat color-related gene
（毛色関連遺伝子周辺領域の塩基多型からみたユーラシア産野生ハツカネズミの自然史） 

児玉 紗也香 （生態遺伝学）  

Phylogeography of the genus Lepus in northern Asia and population history of the mountain 
hare (L. timidus) in Hokkaido, Japan（北アジア産ノウサギ属の系統地理学的解析と北

海道産ユキウサギの集団史の解明） 木下 豪太 （生態遺伝学）  

Phylogenetic origin of the sable in Hokkaido (Martes zibellina brachyura) based on Mc1r 
gene sequences（毛色関連遺伝子Mc1rの変異に基づくエゾクロテンの系統学的起源）   

石田 浩太朗  （生態遺伝学）  

Diversity and host use of Drosophila parasitoids in Tokyo and Sapporo（東京および札幌にお

けるショウジョウバエの捕食寄生者の多様性と宿主利用） 粕谷 菜月 （生態遺伝学）  

Analysis on the soldier-specific proteins in sternal gland of the damp-wood termite（オオシ

ロアリの腹板腺における兵隊特異的タンパク質の解析） 淀井 智也 （生態遺伝学）  

北海道における高層湿原の池塘にみられる水生節足動物の種多様性と種組成の空間変異   

林 瑠宇 （動物生態学） 

Developmental bases of underlying the sexual differentiation of antennae in the ponerine 
ant (トゲオオハリアリにおける触角形態の顕著な性差をもたらす分子発生学的基盤)  

笹 千舟 （動物生態学）    

北海道厚岸湖における二枚貝の環境収容力の推定 阿部 博哉 （海洋生物生産環境学）    

根室湾における栄養塩環境特性と低次生物生産の関係 市野 亜沙美 （海洋生物生産環境学）    

アマモ場の存在が風蓮湖の栄養塩循環に及ぼす影響の定量的評価 張間 千鶴 （海洋生物生
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SSRマーカーによるススキの遺伝的多様性解析 工藤 悠 （耕地圏環境学）    

キイチゴ属野生種に由来する交配雑種および北海道内各地で栽培したキイチゴ属遺伝資源の特

性評価に関する研究 曽根 哲朗 （耕地圏環境学）    

ハスカップの雑種作出およびインプリント遺伝子の解析による胚乳分化機構に関する研究  

松原 忍 （耕地圏環境学）    

北海道における春コムギ-カバークロップ輪作体系における窒素動態の解析 永山 毅 （耕地

圏環境学）    

肉用育成牛の定置放牧における放牧方式と牧草生産に関する研究 石坂 祐子 （耕地圏環境

学）    

Physiological biotelemetry study on upstream migration of salmon (サケ科魚類の遡上行動に

関する生理学的バイオテレメトリー研究) 三好 晃治 （水圏環境生物学）    

Contribution of photosynthetic products to seed production in Gagea lutea (Lilliaceae)（ユリ

科植物キバナノアマナにおける光合成産物の種子生産への貢献度について） Azizat 
Idowu Sunmonu （生物多様性科学） 

 
平成24年度 

植物バイオセンサー群を用いた食品中ステロイドホルモン活性の調査研究 東 史弥 （分子生

物学） 

海底油田から単離した高度好熱菌Coprothermobacter sp. PM9-2の諸特性解析 漆畑 亘 （分

子生物学） 

アゾ色素分解性Flavobacteriaceae科細菌由来アゾ還元酵素の遺伝子探索及び酵素特性解析  

村上 峻 （分子生物学） 

ウキクサ根圏細菌共生系を利用した低炭素型フェノール分解 倉科 光紀 （分子生物学） 

Acinetobacter calcoaceticus P23の植物成長促進機構に関する研究 鈴木 和歌子 （分子生物

学） 

海洋細菌における多価不飽和脂肪酸の合成と機能 本猪木 太朗 （分子生物学） 
Impact of the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake on rocky intertidal community 

(岩礁潮間帯生物群集への東北地方太平洋沖地震の及ぼすインパクト) 飯田 光穂 （動物

生態学） 

なぜフクロウの巣は汚いのか？その適応的な理由 朝日 健斗 （動物生態学） 
Potential impact of an invasive mammal on native birds through resource competition: tree 

cavity preferences of feral raccoon and Ural owl (外来アライグマが在来フクロウに与え

る影響:樹洞をめぐる資源競争) 小林 章弥 （動物生態学） 

なぜサケ科魚類は冬季に夜行性になるのか？餌資源量が活動時間に与える影響 田中 友樹 

（動物生態学） 

Environmental factors affecting the reproductive success of the White-tailed Sea Eagle 
Haliaeetus albicilla （オジロワシの繁殖成功に関わる環境要因） 福原 るみ （動物生

態学） 

北海道産シロザケの最適放流量を推定するEBM (Ecosystem Based Management) モデルの開

発 三輪 剛士 （海洋圏科学） 

Distribution and formation of halocline in the world ocean（全球塩分躍層の分布と形成）  
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SSRマーカーによるススキの遺伝的多様性解析 工藤 悠 （耕地圏環境学）    

キイチゴ属野生種に由来する交配雑種および北海道内各地で栽培したキイチゴ属遺伝資源の特

性評価に関する研究 曽根 哲朗 （耕地圏環境学）    

ハスカップの雑種作出およびインプリント遺伝子の解析による胚乳分化機構に関する研究  

松原 忍 （耕地圏環境学）    

北海道における春コムギ-カバークロップ輪作体系における窒素動態の解析 永山 毅 （耕地

圏環境学）    

肉用育成牛の定置放牧における放牧方式と牧草生産に関する研究 石坂 祐子 （耕地圏環境

学）    

Physiological biotelemetry study on upstream migration of salmon (サケ科魚類の遡上行動に

関する生理学的バイオテレメトリー研究) 三好 晃治 （水圏環境生物学）    

Contribution of photosynthetic products to seed production in Gagea lutea (Lilliaceae)（ユリ

科植物キバナノアマナにおける光合成産物の種子生産への貢献度について） Azizat 
Idowu Sunmonu （生物多様性科学） 

 
平成24年度 

植物バイオセンサー群を用いた食品中ステロイドホルモン活性の調査研究 東 史弥 （分子生

物学） 

海底油田から単離した高度好熱菌Coprothermobacter sp. PM9-2の諸特性解析 漆畑 亘 （分

子生物学） 

アゾ色素分解性Flavobacteriaceae科細菌由来アゾ還元酵素の遺伝子探索及び酵素特性解析  

村上 峻 （分子生物学） 

ウキクサ根圏細菌共生系を利用した低炭素型フェノール分解 倉科 光紀 （分子生物学） 

Acinetobacter calcoaceticus P23の植物成長促進機構に関する研究 鈴木 和歌子 （分子生物

学） 

海洋細菌における多価不飽和脂肪酸の合成と機能 本猪木 太朗 （分子生物学） 
Impact of the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake on rocky intertidal community 

(岩礁潮間帯生物群集への東北地方太平洋沖地震の及ぼすインパクト) 飯田 光穂 （動物

生態学） 

なぜフクロウの巣は汚いのか？その適応的な理由 朝日 健斗 （動物生態学） 
Potential impact of an invasive mammal on native birds through resource competition: tree 

cavity preferences of feral raccoon and Ural owl (外来アライグマが在来フクロウに与え

る影響:樹洞をめぐる資源競争) 小林 章弥 （動物生態学） 

なぜサケ科魚類は冬季に夜行性になるのか？餌資源量が活動時間に与える影響 田中 友樹 

（動物生態学） 

Environmental factors affecting the reproductive success of the White-tailed Sea Eagle 
Haliaeetus albicilla （オジロワシの繁殖成功に関わる環境要因） 福原 るみ （動物生

態学） 

北海道産シロザケの最適放流量を推定するEBM (Ecosystem Based Management) モデルの開

発 三輪 剛士 （海洋圏科学） 

Distribution and formation of halocline in the world ocean（全球塩分躍層の分布と形成）  
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安井 桂 （海洋圏科学） 

太平洋における海洋中規模渦の合併と分裂 石山 宙夢 （海洋圏科学） 

陸奥湾における窒素態栄養塩の循環過程―主に底層付近での硝化過程に着目して―     

橋岡 香織 （海洋圏科学） 

陸奥湾における堆積物中の生元素動態に基づいた生物生産過程の歴史的変遷の評価     

吉村 真理 （海洋圏科学） 

噴火湾堆積物における安定同位体比の時空間分布特性について 内田 佳孝 （海洋圏科学） 

風蓮湖におけるヤマトシジミ(Corbicula japonica)の生態と物理化学的環境の関係 川原 創 

（海洋圏科学） 

火散布沼(半閉鎖性亜寒帯汽水湖)における堆積物から見た環境変遷 前田 和平 （海洋圏科学） 

The interaction between scallop culture and primary production in Mutsu bay, Japan （陸奥

湾におけるホタテ養殖と基礎生産の相互作用） Kanchana Niwanthi Warnakulasooriya 
（海洋圏科学） 

森林土壌における窒素動態の空間的不均質性とその形成要因 井上 貴央 （森林圏環境学） 

北海道北部における森林の人為的撹乱が土壌および渓流水の溶存イオン動態に与える影響  

青山 隼人 （森林圏環境学） 

アカネズミにおけるタンニン耐性能力の地理的変異-ナラ類の生育地と非生育地に着目して- 
岡本 彩佳 （森林圏環境学） 

エゾヤチネズミの遺伝的空間構造の年次変化-雌雄の分散パターンに着目して- 杉木 学 （森

林圏環境学） 

局所的な環境の違いがキツネの食性に与える影響 安生 浩太 （森林圏環境学） 
Indirect effects of deer bark stripping on herbivores through the spatial different responses 

of tree （シカ樹皮剥ぎによる樹木の空間的に異質な反応を介した植食者への間接効果） 

田中 幹展 （森林圏環境学） 

Is variation in canopy herbivory of birches along altitudinal gradient driven by 
temperature? -verification of temperature effect by warming experiment-（標高勾配に

おけるダケカンバの食害度の変異は温度によってもたらされているのか？ －温暖化操作

実験による温度効果の検証－） 簑島 萌子 （森林圏環境学） 

同種の存在に応じた孵化直後の表現型可塑性：共食いに対するサンショウウオの成長戦略  

池田 晃子 （森林圏環境学） 

Predator cannibalism can intensify negative impacts on its prey: ecological consequences of 
size variation within populations of cannibalistic species （捕食者種の共食いが被食者種

への負の影響を強める：個体群内のサイズ変異の生態学的意義） 高津 邦夫 （森林圏

環境学） 

Responses of shoot growth and distribution of Pinus pumila to climate change（気候変動に対

するハイマツのシュート成長と分布域の応答） 雨谷 教弘 （植物生態学） 

苫小牧の天然林と二次林における主要樹種個体群の動態 生駒 佳史 （植物生態学） 

Enrichment and isolation of novel sulfate-reducing bacteria （新規硫酸還元細菌の集積と単

離） 渡邊 美穂 （生態系生物学） 

ヘアリーベッチをカバークロップとして導入した施設トマト生産の肥培管理に関する研究への

安定同位体15Nの活用 杉原 雄一 （耕地圏科学） 
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種間交雑を利用したハスカップの新規系統育成および形質評価に関する研究 下田 真明 

（耕地圏科学） 

アマモ場の葉上動物群集に対するボトムアップ・トップダウン効果の検証 百田 恭輔 （水

圏生物学） 

Neuroendocrinological studies on Gonadal Maturation and Homing Migration in Pacific 
Salmon （太平洋サケの性成熟・母川回帰機構に関する神経内分泌学的研究）      

深谷 厚輔 （水圏生物学） 

音響計測手法を用いたアマモ場の季節変動の定量化に関する研究 園木 詩織 （水圏生物学） 

バイオロギングデータに基づく板鰓類の行動分類手法の構築に関する研究 日下部 有紀 

（水圏生物学） 

バイオテレメトリー手法を用いた北海道東部忠類川における降海型サクラマスOncorhynchus 
masou masouの遡上生態に関する研究 木村 龍一 （水圏生物学） 

北海道沿岸を利用するトドの初夏における回遊生態と潜水行動 高橋 菜里 （水圏生物学） 
Spatial, temporal and dietary overlap between harbour seals Phoca vitulina and fisheries in 

Erimo, Japan （北海道えりも岬におけるゼニガタアザラシPhoca vitulinaの食性及び漁

業との時空間的重複） Tabitha Cheng Yee Hui （水圏生物学） 

The molecular ecological study in the early demersal period of Gymnocanthus herzensteini 
and G. intermedius sympatrically distributing （同所的に生息するツマグロカジカ属2
種の着底初期における分子生態学的研究） 山崎 彩 （水圏生物学） 

Sequence variations of coat color related genes, Mc1r and Asip, in the sable (Martes 
zibellina) from Hokkaido, Japan （北海道産クロテン（Martes zibellina brachyuran）の

毛色多型に関する責任遺伝子の解析） 小川 耕平 （生態遺伝学） 

Evolutionary history of the three subspecies lineages of the house mouse Mus musculus in 
the Japanese Archipelago （日本列島にみられる野生ハツカネズミ３亜種系統の自然史） 
桑山 崇 （生態遺伝学） 

Genetic and morphological studies on the large Japanese mole Mogera wogura and its 
taxonomic reconsideration （コウベモグラの遺伝・形態解析と分類学的再考察）     

三賀森 敬亮 （生態遺伝学） 

Intra-specific variation in reproductive strategies of Viola brevistipulata (Violaceae) （オオ

バキスミレにおける繁殖戦略の種内変異） 速水 将人 （生態遺伝学） 

Variations of aggressive behavior among pseudergates and their relation to the physiological 
status in the damp-wood termite Hodotermopsis sjostedti （オオシロアリにおける擬職

蟻の攻撃性の個体変異と生理機構との関連に関する研究） 田部 慧 （生態遺伝学） 

Developmental regulation of wing primordia involved in the wing polyphenism in the vetch 
aphid Megoura crassicauda (ソラマメヒゲナガアブラムシの翅多型に関わる翅原基の発

生制御機構) 阿部 太亮 （生態遺伝学） 

 
 
環境物質科学専攻 

平成23年度 
Adsorption Properties of Organic Dyes and Heavy Metal Ions on Chitosan-Activated Carbon 

Beads （キトサン-活性炭ビーズの有機色素および重金属イオンに対する吸着特性）
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Kirdpipat Nathakorn（生体物質科学） 

樹脂配糖体 Pescaprein XVIII の合成研究 金岡 大樹（生体物質科学） 

β-Glucan生合成を模倣した新規糖鎖合成法の開発 近藤 和志（生体物質科学） 

ドデシルチオグリコシドを用いる高マンノース型糖鎖の収束合成法に関する研究 中井 大輔

（生体物質科学） 

Vinigrolの合成研究 加納 邦泰（生体物質科学） 

フロアワックス剥離廃液の処理過程における亜鉛の動態 児玉 康成（生体物質科学） 

UV照射DNA修飾電極へのインターカレーターの濃縮とその電極挙動 濱出 唯芽（生体物質科

学） 

種々のシクロデキストリン単分子層の表面構造と包接特性 岡村 一真（ナノ環境材料）       

マルチポルフィリンに内包されたAuナノクラスターの合成と性質 岩原 恵太（ナノ環境材料）      

アルキニル修飾Auクラスターの合成と性質 大塚 英華（ナノ環境材料）      

PEG修飾半導体性クラスターの外部ゲスト応答特性 福永 直人（ナノ環境材料）      

12-タングストリン酸セシウム-鉄塩の酸触媒特性 安藤 卓（ナノ環境材料）       

フェニルスズ基を導入したKeggin型ヘテロポリ酸セシウム塩の分子吸着特性 菊池 卓希（ナ

ノ環境材料）      

活性炭担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元反応 瀬戸 孟（ナノ環境材料） 

アークプラズマ照射 -アニール処理により金属微粒子を担持させた高効率光触媒の開発    

苧坪 敬栄（環境触媒化学）     

金属コア-酸化クロムシェル型助触媒を用いる高効率水素生成光触媒系の構築 喜瀬 逸（環境

触媒化学）        

水溶液中における電気化学手法を用いる酸化チタン光触媒粒子中の電子トラップの解析   

野中 篤（環境触媒化学） 

層間に白金を担持させた層状チタン酸-有機色素系水素生成光触媒の開発 王 嘉辰（環境触媒

化学） 

※ 以下2011年9月修了生 

ヨウ化銀の電気伝導度に対する電場効果と光照射効果 秦 昊（光電子科学） 

 

平成24年度 

サルモネラ菌由来O抗原多糖の5糖繰り返し構造の全合成に関する研究 篠田 隆祥（生体物質

科学） 

Characterization of Water-Soluble EDTA-Chitosan as Heavy Metal Chelating Flocculant （水

溶性EDTA-キトサンの重金属キレート凝集剤としての性能評価）  藤田 彩華（生体物質

科学） 

グロボトリオース結合キトサンの合成とレクチン認識能の評価に関する研究 松永 智恵（生

体物質科学） 

アルデヒド，酸フッ化物，トリメチルシリルメチルホスホネートのワンポット3成分カップリン

グ反応とその応用 清野 智也（生体物質科学）   
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種間交雑を利用したハスカップの新規系統育成および形質評価に関する研究 下田 真明 

（耕地圏科学） 

アマモ場の葉上動物群集に対するボトムアップ・トップダウン効果の検証 百田 恭輔 （水

圏生物学） 

Neuroendocrinological studies on Gonadal Maturation and Homing Migration in Pacific 
Salmon （太平洋サケの性成熟・母川回帰機構に関する神経内分泌学的研究）      

深谷 厚輔 （水圏生物学） 

音響計測手法を用いたアマモ場の季節変動の定量化に関する研究 園木 詩織 （水圏生物学） 

バイオロギングデータに基づく板鰓類の行動分類手法の構築に関する研究 日下部 有紀 

（水圏生物学） 

バイオテレメトリー手法を用いた北海道東部忠類川における降海型サクラマスOncorhynchus 
masou masouの遡上生態に関する研究 木村 龍一 （水圏生物学） 

北海道沿岸を利用するトドの初夏における回遊生態と潜水行動 高橋 菜里 （水圏生物学） 
Spatial, temporal and dietary overlap between harbour seals Phoca vitulina and fisheries in 

Erimo, Japan （北海道えりも岬におけるゼニガタアザラシPhoca vitulinaの食性及び漁

業との時空間的重複） Tabitha Cheng Yee Hui （水圏生物学） 

The molecular ecological study in the early demersal period of Gymnocanthus herzensteini 
and G. intermedius sympatrically distributing （同所的に生息するツマグロカジカ属2
種の着底初期における分子生態学的研究） 山崎 彩 （水圏生物学） 

Sequence variations of coat color related genes, Mc1r and Asip, in the sable (Martes 
zibellina) from Hokkaido, Japan （北海道産クロテン（Martes zibellina brachyuran）の

毛色多型に関する責任遺伝子の解析） 小川 耕平 （生態遺伝学） 

Evolutionary history of the three subspecies lineages of the house mouse Mus musculus in 
the Japanese Archipelago （日本列島にみられる野生ハツカネズミ３亜種系統の自然史） 
桑山 崇 （生態遺伝学） 

Genetic and morphological studies on the large Japanese mole Mogera wogura and its 
taxonomic reconsideration （コウベモグラの遺伝・形態解析と分類学的再考察）     

三賀森 敬亮 （生態遺伝学） 

Intra-specific variation in reproductive strategies of Viola brevistipulata (Violaceae) （オオ

バキスミレにおける繁殖戦略の種内変異） 速水 将人 （生態遺伝学） 

Variations of aggressive behavior among pseudergates and their relation to the physiological 
status in the damp-wood termite Hodotermopsis sjostedti （オオシロアリにおける擬職

蟻の攻撃性の個体変異と生理機構との関連に関する研究） 田部 慧 （生態遺伝学） 

Developmental regulation of wing primordia involved in the wing polyphenism in the vetch 
aphid Megoura crassicauda (ソラマメヒゲナガアブラムシの翅多型に関わる翅原基の発

生制御機構) 阿部 太亮 （生態遺伝学） 

 
 
環境物質科学専攻 

平成23年度 
Adsorption Properties of Organic Dyes and Heavy Metal Ions on Chitosan-Activated Carbon 

Beads （キトサン-活性炭ビーズの有機色素および重金属イオンに対する吸着特性）
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Kirdpipat Nathakorn（生体物質科学） 

樹脂配糖体 Pescaprein XVIII の合成研究 金岡 大樹（生体物質科学） 

β-Glucan生合成を模倣した新規糖鎖合成法の開発 近藤 和志（生体物質科学） 

ドデシルチオグリコシドを用いる高マンノース型糖鎖の収束合成法に関する研究 中井 大輔
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Vinigrolの合成研究 加納 邦泰（生体物質科学） 

フロアワックス剥離廃液の処理過程における亜鉛の動態 児玉 康成（生体物質科学） 

UV照射DNA修飾電極へのインターカレーターの濃縮とその電極挙動 濱出 唯芽（生体物質科

学） 

種々のシクロデキストリン単分子層の表面構造と包接特性 岡村 一真（ナノ環境材料）       

マルチポルフィリンに内包されたAuナノクラスターの合成と性質 岩原 恵太（ナノ環境材料）      

アルキニル修飾Auクラスターの合成と性質 大塚 英華（ナノ環境材料）      

PEG修飾半導体性クラスターの外部ゲスト応答特性 福永 直人（ナノ環境材料）      

12-タングストリン酸セシウム-鉄塩の酸触媒特性 安藤 卓（ナノ環境材料）       

フェニルスズ基を導入したKeggin型ヘテロポリ酸セシウム塩の分子吸着特性 菊池 卓希（ナ

ノ環境材料）      

活性炭担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元反応 瀬戸 孟（ナノ環境材料） 

アークプラズマ照射 -アニール処理により金属微粒子を担持させた高効率光触媒の開発    

苧坪 敬栄（環境触媒化学）     

金属コア-酸化クロムシェル型助触媒を用いる高効率水素生成光触媒系の構築 喜瀬 逸（環境

触媒化学）        

水溶液中における電気化学手法を用いる酸化チタン光触媒粒子中の電子トラップの解析   

野中 篤（環境触媒化学） 

層間に白金を担持させた層状チタン酸-有機色素系水素生成光触媒の開発 王 嘉辰（環境触媒

化学） 

※ 以下2011年9月修了生 

ヨウ化銀の電気伝導度に対する電場効果と光照射効果 秦 昊（光電子科学） 

 

平成24年度 

サルモネラ菌由来O抗原多糖の5糖繰り返し構造の全合成に関する研究 篠田 隆祥（生体物質

科学） 

Characterization of Water-Soluble EDTA-Chitosan as Heavy Metal Chelating Flocculant （水

溶性EDTA-キトサンの重金属キレート凝集剤としての性能評価）  藤田 彩華（生体物質

科学） 

グロボトリオース結合キトサンの合成とレクチン認識能の評価に関する研究 松永 智恵（生

体物質科学） 

アルデヒド，酸フッ化物，トリメチルシリルメチルホスホネートのワンポット3成分カップリン

グ反応とその応用 清野 智也（生体物質科学）   
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プルシアンブルー修飾マグネタイトを用いた土壌中セシウム捕集法の検討 山下 綾乃（生体

物質科学）  

サケ白子由来デオキシリボ核酸/第四級アンモニウムポリカチオン複合繊維を用いた発癌性物質

の除去 飯尾 真理（生体物質科学）  

ニホンウナギの産卵場を決める化学的要因 吉岡 裕太郎（生体物質科学） 

界面活性剤に選択的な蛍光性シクロデキストリン型検出試薬の開発 上谷 祐介（ナノ環境材

料）  

金ナノ粒子の固定化炭素電極の調製とキャラクタリゼーション 飯嶋 洋平（ナノ環境材料）   

機能性官能基導入によるシクロデキストリン単分子膜の包接特性制御 磯村 洵子（ナノ環境

材料）   

親水性基で表面修飾された半導体性クラスターの設計と応答活性 小笠原 啓（ナノ環境材料）   

異種クラスター複合体の設計と分子吸着特性 加藤 雄貴（ナノ環境材料）   

金属チオラート骨格を有するティアラ型環状ホストの合成と機能 瀬田 敬太（ナノ環境材料）   

金属酸化物触媒による水中アンモニウムイオンのオゾン酸化分解 市川 昇一（ナノ環境材料）   

Pt/SrTiO3:RhとSn-Pd/Al2O3が共存した反応系による可視光照射下での水中硝酸イオン還元分

解 平山 純（ナノ環境材料）CO3 

ピリジンオキシド部位を含む電荷分極型中性配位子を利用した多孔性軽金属錯体の構造多様化

に関する研究 水谷 純也（光電子科学）   

超分子ローター/[MnCr(oxalate) 3]結晶におけるマルチフェロイック性の開拓 吉竹 理（光電

子科学）    

金属-絶縁体転移を示す分子性導体λ-(BETS)２FeC l4の光励起による電気伝導度変化の時間分解

測定 生沼 要（光電子科学）    

単一生細胞ナノ秒パルス電場効果観測システムの製作 本間 将人（光電子科学） 

白金表面上におけるシンシコニジンの吸着構造の解明-溶存水素による構造変化- 富岡 亮太

（環境触媒化学）   

Structure and Stability of Surfactant Monolayers on the Solid Surface（固体基板表面におけ

る界面活性剤単分子膜の構造と安定性）  彭 奇齢（環境触媒化学）    

X線回折による酸化チタン光触媒の結晶-アモルファス構造の精密解析 佐野 美香子（環境触

媒化学）  

アナタース-ルチル混合微粒子酸化チタン光触媒の結晶組成の精密解析 稗貫 右京（環境触媒

化学）   

タングステン酸ビスマス粒子の光触媒活性におよぼす結晶形態の影響の解析 堀 晴菜（環境

触媒化学）    

二重励起光音響分光法による酸化チタン光触媒中の電子トラップ密度の評価 八木 祐太（環

境触媒化学）   

十面体形状アナタース酸化チタン光触媒の気相合成と構造-活性相関の解析 楊 ジョウ（環境

触媒化学）   

※以下2012年9月修了生 

ポスト処理法による多孔性12-タングストケイ酸セシウム塩への酸機能付与 佐野 翔吾（ナノ

環境材料）   
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サブナノ二元金属クラスターの合成と性質 李 卿（ナノ環境材料）     

 
 
１１−３ 修業年限修業学位取得率 

 

博士後期課程 
 

 入学者数 

平成２３年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２１年４月 

入学者 
３７ １４ ３７．８ 

平成２１年１０月

入学者 
８ ０ ０ 

 

 入学者数 

平成２３年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成２２年４月 

入学者 
３９ ２０ ５１．３ 

平成２２年１０月

入学者 
９ ４ ４４．４ 

 
※ 修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１２ 研究成果発表状況 

 
１２−１ 査読有り論文 
  平成23年度及び平成24年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめた。下線の氏名は環境科学院学生（修

了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月／日）を表す。な

お、教員のみの業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。また、原著論文（査読有り論

文）に関しては、受理された年度（4月1日—3月31日）で分けている。 
 
環境起学専攻 
（平成 23 年度） 
Batbold, A., Sato, T., Ishikawa, M., Tsogt, J., 2011. Performance of dynamic downscaling for extreme weather event in 

eastern Mongolia: Case study of severe windstorm in 26 May 2008. SOLA, 7, 117-120. (2011/7/6) 
Begum, P., Ikhtiari, R., Fugetsu, B., 2011. Graphene phytotoxicity in the seeding stage of cabbage, tomato, red spinich, 

and lettuce. Carbon, 49, 3907-3919. (2011/5/18) 
Begum, P., Ikhtiari, R., Fugetsu, B., Matsuoka, M., Akasaka, T., Watari, F., 2012. Phytotoxicity of multi-walled carbon 

nanotubes assessed by selected plant species in the seedling stage. Applied Surface Science, 262, 120-124. 
(2012/3/14) 

Dai, Y., Zhang, Y., Liu, B., Teduka, M., Lin, Y., Tanaka, S., 2011. Separation of pollutants from water using the freeze-
concentration process. Environmental Engineering and Management Journal, 10(7), 955-958. (2011/7/-) 

Djietror, J.C., Ohara, M., Tsuyuzaki, S., Appiah, C., 2011. On the path of invasion: disturbance promotes the growth vigor 
among siam weeds in a mine land ecosystem. Research Journal of Forestry, 5, 144-153. (2011/12/14) 

Egawa, C., Tsuyuzaki, S., 2011. Seedling establishment of late colonizer is facilitated by seedling and overstory of early 
colonizer in a post-mined peatland. Plant Ecology, 212, 369-381. (2011/8/2) 

Egawa, M., Aoki, K., Sun, Y., Hosokawa, T., Saito, T., Kurasaki, M., 2012. Effects of parabens on apoptosis induced by serum-
free medium. Journal of Environmental Science and Health Part B, 47, 196-204. (2011/6/10) 

Hu, B., Fugetsu, B., Yua, H., Abe, Y., 2012. Prussian blue caged in spongiform adsorbents using diatomite and carbon 
nanotubes for elimination of cesium. Journal of Hazardous Materials, 217-218, 85-91. (2012/2/27) 

Karim R, Ikeda M, Ishikawa M., 2011. Recent climatic effects on seasonal rice yields in Bangladesh: A statistical overview, 
Agricultural Science and Technology B, 1(7), 950-963. (2011/5/16) 

Kitamura, M., Sikder, M.T., Saito, T., Kurasaki, M., 2012. Study on toxicity of boron detected in Toyohira River water using 
PC12 cells. Biomedical Research on Trace Elements, 23(1), 24-32. (2012/3/12) 

Kuboki, Y., Furusawa, T., Sato, M., Sun, Y., Unuma, H., Fujisawa, R., Abe S., Akasaka, T., Watari, F., Takita, H., Sammons, 
R., 2012. Interaction between titanium and phosphoproteins revealed by chromatography column packed with 
titanium beads. Bio-Medical Materials and Engineering, 22 (5), 283-288. (2012/2/27) 

Lin, Y., Fujii, M., Wang, P., 2011. Study on comparison of citizen's environmental awareness among four cities in China and 
Japan. Management Science and Engineering, 5 (3), 126-131. (2011/7/8) 

Masuma, R. Choudhuri, M.S.K., 2011. Pharmacology study of aqueous extract of scoparia dulcis L. on gastrointestinal tract. 
Hamdard Medicus, 54, 64-68. (2011/3/14) 

Saito, T.I., Okubo, K., 2011. Effects of vegetation cutting on the invasive plant Coreopsis lanceolata vary with vegetation 
type. Landscape and Ecological Engineering, 8 (2), 207-214. (2011/7/14) 

Saito, T.I., Okubo, K., 2011. Influences of invasive herb Coreopsis lanceolata on riparian endemic herbs in relation to the 
understory light availability. Landscape and Ecological Engineering, 9 (2), 271-280. (2011/9/25) 

Saito T.I., Okubo, K., 2011. The relationship between alien herb Coreopsis lanceolata and soil texture types on gravelly 
floodplain vegetation in central Japan. Vegetation Science, 28 (1), 39-47. (2011/5/16) 

Saito, T.I., Tsuyuzaki, S., 2012. Miscanthus sinensis community as an indicator for forecasting tree regeneration on 
abandoned skislopes in the lowland of Hokkaido, northern Japan. Vegetation Science, 29 (1), 41-48. (2012/2/5) 

Saito, T.I., Tsuyuzaki, S., 2012. Response of riparian vegetation to the removal of the invasive forb, Solidago gigantea, and 
its litter layer. Weed Biology and Management, 12 (2), 63-70. (2012/2/22) 

Sawagaki, T., Lamsal, D., Byers, A., Watanabe, T., 2012. Changes in surface morphology and glacial lake development of 
Chamlang Glacier in the eastern Nepal Himalaya since 1964. Global Environmental Research, 16 (1), 83-94. 
(2012/3/13)  

Seki, S., Aoki, M., Hosokawa, T., Saito, T., Masuma, R., Komori, M., Kurasaki, M., 2011. Bisphenol-A suppresses neurite 
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朱春茂，2012年10月4日，Young Scientists Program Poster 

Competition Winner，学会「12th IGAC Open Science 
Conference」でのポスター発表について 

津滝俊，2013年2月10日，中谷宇吉郎科学奨励賞，雪氷学会

推薦による加賀市からの賞 
寺尾建哉，2013年1月，JMSJ Award ，論文“Low Cloud 

Modulation by Synoptic Waves over the Eastern 
Tropical Pacific”が日本気象学会誌Journal of the 
Meteorological Society of Japanの2012年度優秀論文

として顕彰 
野坂裕一，2012年9月，2011年度日本地球化学会年会学生優

秀口頭発表賞，“2010年春季親潮珪藻ブルーム期におけ

る透明細胞外 重合体粒子（TEP）分布の特徴” 
野坂裕一，2013年3月18日，岩手県知事賞（平成21年度岩手

県三陸海域研究論文）・岩手日報，“春季親潮珪藻ブル

ームにおける透明細胞外重合体粒子（TEP）分布の特

徴” 
福田武博， 2012年 12月 26日，北海道大学環境科学院

GCOE-RA成果発表会 優秀賞，“溢流氷河の短期流動

変化とそのメカニズムの解明” 
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び活性炭への吸着脱離を利用した水中からのリン酸イ

オンの分離回収  ，日本化学会年会第93回春季大会

（2013），草津，口頭 
宮原正樹，久保和也，野呂真一郎，芥川智行，中村貴義，2012

年9月18日—21日，(DABCO)2+[Ni(dmit)2]2(CH3CN)2の

結晶構造と物性，第6回分子科学討論会，東京，ポスタ

ー 
宮原正樹，久保和也，野呂真一郎，中村貴義，2013年3月22

日—25日，DABCO-[Ni(dmit)2]- 結晶におけるプロトン

化状態の制御，日本化学会年会第93回春季大会（2013），
草津，口頭 

武藤雄一，野呂真一郎，久保和也，中村貴義，2012年9月18
日—21日，含フッ素アニオンを有する二次元層状水酸化

銅の合成と物性，第6回分子科学討論会，東京，ポスタ

ー 
武藤雄一，野呂真一郎，久保和也，中村貴義，2013年3月22

日—25日，含フッ素アニオンを含む二次元層状水酸化銅

の吸着特性，日本化学会年会第93回春季大会（2013），
草津，口頭 

八木祐太，大谷文章，2012年6月23日—24日，二重励起光音響

分光法による酸化チタン（IV）光触媒中の格子欠陥密

度の評価，第28回ライラックセミナー・第18回若手研

究者交流会，小樽，口頭 
八木祐太，佐野美香子，高瀬舞，大谷文章，2012年9月12日 

—14日，二重励起光音響分光法による酸化チタン（IV）

光触媒中の格子欠陥密度の評価，2012光化学討論会，

東京，ポスター 
山木邦亮，大久保彰訓，野谷翔治，中田耕，大澤雅俊，嶋津

克明，2012年10月7日—12日，Adsorption States and 
Reactivity of Nitric Oxide on Pd and Pd-based Binary 
Electrodes as Studied by Infrared Absorption 
Spectroscopy，PRiME 2012 (222nd ECS)，アメリカ・

ハワイ，ポスター 
山下綾乃、佐々木隆浩、田中俊逸，2012年8月4日，土壌中Cs

＋の有機酸による溶出及びプルシアンブルー修飾マグ

ネタイトによる磁器分離の適応，北海道支部2012年夏

季研究発表会，旭川，口頭 
厳寅男，芥川智行，久保和也，野呂真一郎，中村貴義，2013

年 3 月 22 日 — 25 日 ，

naphthalene-1-aminium)(benzo[18]crown-6)[Ni(dmit
)2]結晶の構造と物性，日本化学会年会第93回春季大会

（2013），草津，口頭 
楊ジョウ，大谷文章，2012年6月23日—24日，十面体形状アナ

タース酸化チタン（IV）微粒子の気相合成と構造・光

触媒活性評価，第28回ライラックセミナー・第18回若

手研究者交流会，小樽，口頭 
楊ジョウ，高瀬舞，大谷文章，2012年9月24日—26日，十面体

形状アナタース酸化チタン(IV)微粒子の気相合成と構

造・光触媒活性評価，第110回触媒討論会，福岡，ポス

ター 
楊ジョウ，マルチン＝ジャンチャレック，高瀬舞，大谷文章，

2012年11月21日—22日，十面体形状アナタース酸化チ

タン(IV)微粒子の気相合成と構造・光触媒活性評価，第

31回 固体・表面光化学討論会，吹田，口頭 
楊ジョウ，Janczarec, M., 高瀬舞，大谷文章，2012年11月21

日—22日，十面体形状アナタース酸化チタン(IV)光触媒

の気相合成と構造・活性評価，第31回 固体・表面光

化学討論会，吹田，口頭 
吉竹理，久保和也，杉原寛之，鈴木康孝，川俣純，芥川智行，

野呂真一郎，中村貴義，2013年3月22日—25日，

(m-fluoroanilinium) (dicyclohexano[18]crown-6)超分

子カチオンと[MnCr(oxalate)3]からなる錯体結晶の極

性構造，日本化学会年会第93回春季大会（2013），草津，

口頭 
芳村達也，金子大地，永谷広久，山岸裕，孫尚鉉，山田幸司，

大堺利行，2012年5月19日—20日，両性イオン型

POLARIC色素の油水界面での電位変調蛍光応答，第72
回日本分析化学討論会，鹿児島，ポスター 

李卿，亀井優太朗，七分勇勝，小西克明，2012年6月14日—16
日，金を含む二元系金属サブナノクラスターの合成，

ナノ学会第10回大会，大阪，ポスター 
鷲尾達也，福永直人，七分勇勝，小西克明，2013年3月22日

—25日，水中での糖認識を目指した半導体性クラスター

の分子設計，日本化学会年会第93回春季大会（2013），
草津，口頭 

 
 
１２−４ 受賞 

 
環境起学専攻 
本城慶多，2012年3月22日，沼口修士論文賞，故沼口敦助教

授の遺志を引き継ぎ、環境起学の理念にふさわしい優

れた研究を行い修士論文をまとめた学生に授与 
久保渓女，2013年2月7日，優秀講演賞，化学系学協会北海道

支部2013年冬季研究発表会 
長内雅浩，2013年3月25日，沼口修士論文賞，故沼口敦助教

授の遺志を引き継ぎ、環境起学の理念にふさわしい優

れた研究を行い修士論文をまとめた学生に授与 
森田真史，2013年3月25日，沼口修士論文賞，故沼口敦助教

授の遺志を引き継ぎ、環境起学の理念にふさわしい優

れた研究を行い修士論文をまとめた学生に授与 
王延青，2013年3月27日，Excellent Research Award，

"FY2012 GSES-RA Research Results Presentation" 
での発表 

 
 
地球圏科学専攻 
Popova, A.，2013年1月17日，ISAR-3 Best Poster Award，

ISAR-3においてベストポスター賞 
榊原大貴，2012年9月28日，日本雪氷学会 雪氷研究大会 学

生奨励賞，学会おいて若手に送られる優秀発表賞 
坂崎貴俊，2013年3月4日，第3回（平成24年度）日本学術振

興会育志賞，“対流圏・成層圏における日変動現象の統

一的解明” 
朱春茂，2012年10月4日，Young Scientists Program Poster 

Competition Winner，学会「12th IGAC Open Science 
Conference」でのポスター発表について 

津滝俊，2013年2月10日，中谷宇吉郎科学奨励賞，雪氷学会

推薦による加賀市からの賞 
寺尾建哉，2013年1月，JMSJ Award ，論文“Low Cloud 

Modulation by Synoptic Waves over the Eastern 
Tropical Pacific”が日本気象学会誌Journal of the 
Meteorological Society of Japanの2012年度優秀論文

として顕彰 
野坂裕一，2012年9月，2011年度日本地球化学会年会学生優

秀口頭発表賞，“2010年春季親潮珪藻ブルーム期におけ

る透明細胞外 重合体粒子（TEP）分布の特徴” 
野坂裕一，2013年3月18日，岩手県知事賞（平成21年度岩手

県三陸海域研究論文）・岩手日報，“春季親潮珪藻ブル

ームにおける透明細胞外重合体粒子（TEP）分布の特

徴” 
福田武博， 2012年 12月 26日，北海道大学環境科学院

GCOE-RA成果発表会 優秀賞，“溢流氷河の短期流動

変化とそのメカニズムの解明” 
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渡邊武志，2013年3月13日，北海道大学えるむ賞，環境科学

院「見える化」システムを活用する環境負荷低減実現

プロジェクトへの貢献 
 
環境物質科学専攻 
佐藤祐輔，2012年6月24日，第28回ライラックセミナー・第

18回若手研究者交流会 優秀ポスター賞，炭素電極上に

修飾した最密充填単分子層の表面構造と電気化学特性

について発表 
佐藤祐輔，2012年12月26日，環境科学院/GCOE-RA 合同成

果 報 告 発 表 会  優 秀 研 究 賞 ，“ Electrochemical 
Properties and Surface Structures of Closest-Packed 
Alkylamine Monolayer on Carbon Electrode” 

小林直貴，2013年2月7日，化学系学協会北海道支部2013年冬

季研究発表会 優秀ポスター賞 
楊ジョウ，2012年6月23日，第28回ライラックセミナー・第

18回若手研究者交流会優秀ポスター賞，“十面体形状ア

ナタース酸化チタン（IV）微粒子の気相合成と構造・

光触媒活性評価” 
楊ジョウ，2012年9月25日，第110回触媒討論会優秀ポスター

発表賞，“十面体形状アナタース酸化チタン（IV）微粒

子の気相合成と構造・光触媒活性評価” 
 
生物圏科学専攻 
無し 
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１３−２ 修士（博士前期）課程修了者 

平成２３年度〜平成２４年度修了者まで（平成２５年５月１日現在） 

 
就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 52，農業・林業 7，漁業 1，鉱業・採石・砂利採取 1，建設業 4， 
製造業 50，電気・ガス・熱・水道 5，情報通信 11，運輸・郵便 3，卸売・小売 12，金融・保険 3， 
不動産・物品賃貸 2，学術研究 14，宿泊・飲食サービス 2，生活関連サービス 2，医療・福祉 1， 
教育・学習支援 10，その他サービス 5，公務員 18，その他 1，計 204 
 
 
主な進路 
環境起学専攻 
北海道畜産試験場，財団法人日本食品分析センター，ナノサミット株式会社，和弘食品株式会社，王子製紙株式会社， 

日本製紙株式会社，株式会社ＪＴＢ北海道，札幌市，福岡県，株式会社シーエーモバイル，株式会社ニトリ，日比谷    

花壇，東日本ハウス株式会社，愛知県警察，リンナイ株式会社，東海運輸株式会社，澁澤倉庫株式会社，北海道庁，    

タマノイ酢株式会社，株式会社ゆうちょ銀行，王子ホールディングス株式会社，株式会社イオンモール，アクセンチュア

株式会社，トーエイ株式会社，株式会社長谷工コーポレーション，株式会社御国色素，ＡＮＡ新千歳空港株式会社 
 
地球圏科学専攻 
株式会社ユニクロ，日本プロセス株式会社，株式会社ウェザーニュース，大日本塗料株式会社，札幌市立新琴似中学校， 
株式会社ラプラス・システム，株式会社ニトリ，日本電気株式会社，国際石油開発帝石株式会社，日本工営株式会社，  

早坂理工株式会社，北海道電力株式会社，株式会社アルファ水工コンサルタンツ，明星電気株式会社，株式会社富士通 

アドバンストソリューション，株式会社ペイロール，東亜石油株式会社，株式会社ズコーシャ，オオスミ株式会社，   

日本ＮＣＲ株式会社，札幌市，株式会社ＭＴＧ，北海道立札幌南陵高校，リンナイ株式会社，三菱重工株式会社，近畿  

測量株式会社，北見市，株式会社ＰＡＰ，株式会社グラフィック，富士通株式会社，滋賀県庁 
 
生物圏科学専攻 
株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア，株式会社ケニス，株式会社ＡＣＲＯＮＥＴ，札幌市役所，森産業株式会社，

富良野農業協同組合，日本コンピューターシステム株式会社，新潟県立高田北城高等学校，日本海洋生物研究所，株式会

社ＮＳＣ，株式会社シャトー海洋調査，社団法人北海道栽培漁業振興公社，株式会社コニカミノルタビジネスエキスパー

ト，日産自動車株式会社，不二貿易株式会社，北海道信用漁業組合連合会，ヤマキ技研，北海道立総合研究機構，標津町

役場，磐城緑蔭中学校・高等学校，北海道森林管理局上川北部森林管理署，北海道大学，株式会社野澤組，青森県，池田

町役場，株式会社ＴＷ北海道，株式会社ゼンショーホールディングス，三重県庁，日本コカコーラボトラーズ株式会社，

キューピー醸造株式会社，株式会社サミー，株式会社ＬＩＸＩＬ，味の素冷凍食品株式会社，株式会社キッコーマン， 

株式会社ＤＳＰ五協フード＆ケミカル，今治造船株式会社，株式会社静岡朝日テレビ，ゼビオ株式会社，モンベル株式会

社，イオンリテール株式会社，株式会社ベニレイ，ブリヂストンサイクル株式会社，極洋株式会社，株式会社ニチレイ 

ロジグループ，ダイナックス株式会社，島根県，北海道庁，roastery 百塔珈琲，タカラバイオ株式会社，株式会社エフエ

フ東放，ケンコウマヨネーズ株式会社，株式会社エー・ビーカンパニー，石狩市役所，日本配合飼料株式会社，株式会社

サカタのタネ 
 
環境物質科学専攻 
藩陽新末医療器械有限公司，花王株式会社，東邦チタニウム株式会社，ヱスビー食品株式会社，小林製薬株式会社，   

セイコーエプソン株式会社，札幌第一高校，大日本印刷株式会社，株式会社リコー，栗田工業株式会社，大日本精化工業

株式会社，旭硝子株式会社，有限会社メンデル工房，ＪＦＥコンテイナー株式会社，亀山市役所，本田技研工業株式会社，

三菱マテリアル株式会社，株式会社日吉，有限会社日下レアメタル，北海道銀行，ＪＡ函館，出光興産株式会社，株式会

社アイレ，日本ペイント株式会社，日立化成工業株式会社，日立製作所，株式会社ディンプレックスジャパン，ＤＩＣ 

株式会社
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１３ 修了後の進路 

 
１３−１ 博士後期課程修了者 

平成２３年度〜平成２４年度修了者まで（平成２５年５月１日現在） 

 
就職先別統計 
学術研究 27，公務員 1，教育・学習支援 6，製造業 1，その他 7，計 42 
 
主な進路 
環境起学専攻 
Institute of Environment Science, Amity University, India，魚津市役所，北海道大学，東海大学 
 
地球圏科学専攻 
独立行政法人海洋研究開発機構，愛媛大学，京都大学，三重大学，ロシア北東連邦大学，マレーシア大学， 
国立極地研究所，独立行政法人水産総合研究センター，京都大学生存圏研究所，北海道大学低温科学研究所 
 
生物圏化学専攻 
日本学術振興会特別研究員（PD），JAMSTEC 高知コアセンター，株式会社グリーンブルー，国立極地研究所， 
湾岸空港技術研究所，北海道システムサイエンス株式会社，上川農業試験場，ベナン環境自然資源省森林自然資源局， 
北海道大学，独立行政法人寒地土木研究所 
 
環境物質科学専攻 
五稜化学株式会社，名城大学，出光興産株式会社，産業技術総合研究所，関西学院大学 
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１３−２ 修士（博士前期）課程修了者 

平成２３年度〜平成２４年度修了者まで（平成２５年５月１日現在） 

 
就職先別統計 
博士後期課程進学（他大学院を含む） 52，農業・林業 7，漁業 1，鉱業・採石・砂利採取 1，建設業 4， 
製造業 50，電気・ガス・熱・水道 5，情報通信 11，運輸・郵便 3，卸売・小売 12，金融・保険 3， 
不動産・物品賃貸 2，学術研究 14，宿泊・飲食サービス 2，生活関連サービス 2，医療・福祉 1， 
教育・学習支援 10，その他サービス 5，公務員 18，その他 1，計 204 
 
 
主な進路 
環境起学専攻 
北海道畜産試験場，財団法人日本食品分析センター，ナノサミット株式会社，和弘食品株式会社，王子製紙株式会社， 

日本製紙株式会社，株式会社ＪＴＢ北海道，札幌市，福岡県，株式会社シーエーモバイル，株式会社ニトリ，日比谷    

花壇，東日本ハウス株式会社，愛知県警察，リンナイ株式会社，東海運輸株式会社，澁澤倉庫株式会社，北海道庁，    

タマノイ酢株式会社，株式会社ゆうちょ銀行，王子ホールディングス株式会社，株式会社イオンモール，アクセンチュア

株式会社，トーエイ株式会社，株式会社長谷工コーポレーション，株式会社御国色素，ＡＮＡ新千歳空港株式会社 
 
地球圏科学専攻 
株式会社ユニクロ，日本プロセス株式会社，株式会社ウェザーニュース，大日本塗料株式会社，札幌市立新琴似中学校， 
株式会社ラプラス・システム，株式会社ニトリ，日本電気株式会社，国際石油開発帝石株式会社，日本工営株式会社，  

早坂理工株式会社，北海道電力株式会社，株式会社アルファ水工コンサルタンツ，明星電気株式会社，株式会社富士通 

アドバンストソリューション，株式会社ペイロール，東亜石油株式会社，株式会社ズコーシャ，オオスミ株式会社，   

日本ＮＣＲ株式会社，札幌市，株式会社ＭＴＧ，北海道立札幌南陵高校，リンナイ株式会社，三菱重工株式会社，近畿  

測量株式会社，北見市，株式会社ＰＡＰ，株式会社グラフィック，富士通株式会社，滋賀県庁 
 
生物圏科学専攻 
株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア，株式会社ケニス，株式会社ＡＣＲＯＮＥＴ，札幌市役所，森産業株式会社，

富良野農業協同組合，日本コンピューターシステム株式会社，新潟県立高田北城高等学校，日本海洋生物研究所，株式会

社ＮＳＣ，株式会社シャトー海洋調査，社団法人北海道栽培漁業振興公社，株式会社コニカミノルタビジネスエキスパー

ト，日産自動車株式会社，不二貿易株式会社，北海道信用漁業組合連合会，ヤマキ技研，北海道立総合研究機構，標津町

役場，磐城緑蔭中学校・高等学校，北海道森林管理局上川北部森林管理署，北海道大学，株式会社野澤組，青森県，池田

町役場，株式会社ＴＷ北海道，株式会社ゼンショーホールディングス，三重県庁，日本コカコーラボトラーズ株式会社，

キューピー醸造株式会社，株式会社サミー，株式会社ＬＩＸＩＬ，味の素冷凍食品株式会社，株式会社キッコーマン， 

株式会社ＤＳＰ五協フード＆ケミカル，今治造船株式会社，株式会社静岡朝日テレビ，ゼビオ株式会社，モンベル株式会

社，イオンリテール株式会社，株式会社ベニレイ，ブリヂストンサイクル株式会社，極洋株式会社，株式会社ニチレイ 

ロジグループ，ダイナックス株式会社，島根県，北海道庁，roastery 百塔珈琲，タカラバイオ株式会社，株式会社エフエ

フ東放，ケンコウマヨネーズ株式会社，株式会社エー・ビーカンパニー，石狩市役所，日本配合飼料株式会社，株式会社

サカタのタネ 
 
環境物質科学専攻 
藩陽新末医療器械有限公司，花王株式会社，東邦チタニウム株式会社，ヱスビー食品株式会社，小林製薬株式会社，   

セイコーエプソン株式会社，札幌第一高校，大日本印刷株式会社，株式会社リコー，栗田工業株式会社，大日本精化工業

株式会社，旭硝子株式会社，有限会社メンデル工房，ＪＦＥコンテイナー株式会社，亀山市役所，本田技研工業株式会社，

三菱マテリアル株式会社，株式会社日吉，有限会社日下レアメタル，北海道銀行，ＪＡ函館，出光興産株式会社，株式会

社アイレ，日本ペイント株式会社，日立化成工業株式会社，日立製作所，株式会社ディンプレックスジャパン，ＤＩＣ 

株式会社
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１３ 修了後の進路 

 
１３−１ 博士後期課程修了者 

平成２３年度〜平成２４年度修了者まで（平成２５年５月１日現在） 

 
就職先別統計 
学術研究 27，公務員 1，教育・学習支援 6，製造業 1，その他 7，計 42 
 
主な進路 
環境起学専攻 
Institute of Environment Science, Amity University, India，魚津市役所，北海道大学，東海大学 
 
地球圏科学専攻 
独立行政法人海洋研究開発機構，愛媛大学，京都大学，三重大学，ロシア北東連邦大学，マレーシア大学， 
国立極地研究所，独立行政法人水産総合研究センター，京都大学生存圏研究所，北海道大学低温科学研究所 
 
生物圏化学専攻 
日本学術振興会特別研究員（PD），JAMSTEC 高知コアセンター，株式会社グリーンブルー，国立極地研究所， 
湾岸空港技術研究所，北海道システムサイエンス株式会社，上川農業試験場，ベナン環境自然資源省森林自然資源局， 
北海道大学，独立行政法人寒地土木研究所 
 
環境物質科学専攻 
五稜化学株式会社，名城大学，出光興産株式会社，産業技術総合研究所，関西学院大学 
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１４ 規程 
北海道大学大学院環境科学院規程 

 
                                 平成１７年４月１日制定 
                                                              海 大 達 第 ４９ 号 
 
      第１章 総則 
  (趣旨) 
第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則(平成 16年海大達第 32号)第 27 条の３第４項の規 

定に基づき，環境科学院(以下「本学院」という。)の教育課程等に関し必要な事項を定めるものとする。 
   (目的) 
第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を行うと 
ともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

   第 1章の 2 専攻及び課程 
  (専攻) 
第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 
  環境起学専攻 
  地球圏科学専攻 
  生物圏科学専攻 
  環境物質科学専攻 
  (課程) 
第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 
    第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 
  (入学) 
第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則(昭和 29年海大達第３号。以下「通則」 

という。)第４条第４項に規定する修士課程(以下「修士課程」という。)にあっては，通則第 10条第１項， 
通則第４条第４項に規定する博士後期課程(以下「博士後期課程」という。)にあっては，通則第 10条第２ 
項に該当する者で，本学院の行う選考に合格した者とする。 

  (再入学，転学，所属変更及び転専攻) 
第４条 通則第 13条各号又は第 13条の２第１号に該当する者が本学院に再入学，転学又は所属の変更を願 
い出た場合及び通則第 13条の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上これを許可する 
ことがある。 

      第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 
   (授業科目及び単位) 
第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 
２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目を設 

けることができる。 
  (単位数の計算の基準) 
第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内 
容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学 
修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

 (1) 講義については，15 時間の授業をもって１単位とする。 
 (2) 演習については，30 時間の授業をもって１単位とする。 
 (3) 実習については，45 時間の授業をもって１単位とする。 
   (課程の修了要件) 
第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を 
受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び 
試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，大学院に１ 
年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，他の専攻，研究科，他の学院若しくは教育部の専攻又は学部 
の授業科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院理工系専門基礎科目規程（平成 22 年海大 
達第 60 号）に定める授業科目（以下この項及び次条において「理工系専門基礎科目」という。）のうち， 
別表に掲げる授業科目以外の理工系専門基礎科目を指定して履修させ，修士課程の単位とすることができ 
る。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程(平成 12年海大達第 24 
号)に定める授業科目(次条において「共通授業科目」という。)を指定して履修させ，修士課程の単位とす 
ることができる。 
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第 4 章 課程修了の認定 
    (課程修了の認定) 
第 15 条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経て認 

定する。 
   第５章 特別聴講学生，特別研究学生，委託生及び外国人留学生 
  (特別聴講学生) 
第 16 条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国の大 

学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することができる。 
２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 
３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第 12条及び第 13 条の規定を準用する。 
  (特別研究学生) 
第 17 条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生がある 
ときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

  (委託生) 
第 18 条 通則第 43 条及び第 44 条の規定による委託生の入学については，教授会の議を経て，許可すること 
ができる。 

  (外国人留学生) 
第 19 条 通則第 47 条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，許可することができ 
る。 

   附 則 
１ この規程は，平成 17年４月１日から施行する。 
２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則(平成 17 年海大達第 45 号)附則第２項に規定する地球環境

科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学専攻に在学
する者(以下「地球環境科学研究科在学者」という。)に係る教育課程の実施及び課程修了の認定は，同附則
第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究 科在学者に係る教育課程，課程
修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程(平成５年海大達第 15号)は，廃止する。 
   附 則(平成 18 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 18年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 19 年４月１日海大達第 140 号) 
１ この規程は，平成 19年４月１日から施行する。 
２ 平成 19 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年４月１ 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第 13 条の規定にかかわらず，なお従前の 
例による。 

   附 則(平成 19年 12 月 26 日海大達第 285 号) 
 この規程は，平成 19年 12 月 26 日から施行する。 
   附 則(平成 20 年４月１日海大達第 83 号) 
１ この規程は，平成 20年４月１日から施行する。 
２ 平成 20 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年 4月 1 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の 別表の規定にかかわらず，なお従前の例 
による。 

   附 則(平成 22 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 22年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 23 年４月１日海大達第 121 号) 
 この規程は，平成 23年４月１日から施行する。 
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第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって 

は，当該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学し，修士課程において 30 単位以上，博士後期課程 
において 10 単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査 
及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大 
学院に３年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学 
期間を含む。)以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件につ 
いては，前項中「５年(修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における 
２年の在学期間を含む。)」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期間」と，「３年(修士 
課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における２年の在学期間を含む。)」 
とあるのは「３年(修士課程における在学期間を含む。)」と読み替えて，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則(昭和 22 年文部省令第 11号)第 156 条の規定により，大 
学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博士課程の後 
期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10 単位以上を修得し， 
かつ，必要な研究  指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただ 
し，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年以上在学すれば足りるもの 
とする。 

４  本学院において教育上有益と認めるときは，理工系専門基礎科目のうち，別表に掲げる授業科目以外の理 
工系専門基礎科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得すべき単位とすることができる。 

５ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定により修得 
すべき単位とすることができる。 

   (長期履修) 
第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわた 
り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議を経て，その 
計画的な履修(以下「長期履修」という。)を認めることができる。 

２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を経て， 
学院長が別に定める。 

   (他大学の大学院等における履修等) 
第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授業科目 

を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の
実施に伴う特別措置法（昭和 51 年法律第 72号）第１条第２項に規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総 
会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）において学修すること 
を認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士課程 
及び博士後期課程を通して 10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は第７条の 

 規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 
３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは研究所 

等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めることができる。 
ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年を超えないものとす 
る。 

  (入学前の既修得単位の認定) 
第 10 条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生が， 
本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位(科 
目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。)又は外国の大 学の大学院若しくは国 
際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における 授業科目の履修により修得
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のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して１０単位を超えない範囲において，第６条第１項又 

 は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 
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第 4 章 課程修了の認定 
    (課程修了の認定) 
第 15 条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経て認 

定する。 
   第５章 特別聴講学生，特別研究学生，委託生及び外国人留学生 
  (特別聴講学生) 
第 16 条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国の大 

学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することができる。 
２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 
３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第 12条及び第 13 条の規定を準用する。 
  (特別研究学生) 
第 17 条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生がある 
ときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

  (委託生) 
第 18 条 通則第 43 条及び第 44 条の規定による委託生の入学については，教授会の議を経て，許可すること 
ができる。 

  (外国人留学生) 
第 19 条 通則第 47 条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，許可することができ 
る。 

   附 則 
１ この規程は，平成 17年４月１日から施行する。 
２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則(平成 17 年海大達第 45 号)附則第２項に規定する地球環境

科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学専攻に在学
する者(以下「地球環境科学研究科在学者」という。)に係る教育課程の実施及び課程修了の認定は，同附則
第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究 科在学者に係る教育課程，課程
修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定める。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程(平成５年海大達第 15号)は，廃止する。 
   附 則(平成 18 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 18年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 19 年４月１日海大達第 140 号) 
１ この規程は，平成 19年４月１日から施行する。 
２ 平成 19 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年４月１ 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第 13 条の規定にかかわらず，なお従前の 
例による。 

   附 則(平成 19年 12 月 26 日海大達第 285 号) 
 この規程は，平成 19年 12 月 26 日から施行する。 
   附 則(平成 20 年４月１日海大達第 83 号) 
１ この規程は，平成 20年４月１日から施行する。 
２ 平成 20 年３月 31 日に本学大学院に在学する者(以下この項において「在学者」という。)及び同年 4月 1 

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の 別表の規定にかかわらず，なお従前の例 
による。 

   附 則(平成 22 年４月１日海大達第 95 号) 
 この規程は，平成 22年４月１日から施行する。 
   附 則(平成 23 年４月１日海大達第 121 号) 
 この規程は，平成 23年４月１日から施行する。 
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１７ 協定

国際交流：部局間交流協定

国名 機関名 締結日 備考

1 アメリカ合衆国
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 

2 インドネシア共和国
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日
（更新：平成15年11月21日） ※

3 連合王国（UK） ノッチンガム大学 
University of Nottingham 

平成8年2月9日
（廃止：平成14年2月6日） 

4 ネパール連邦民主共和国
トリブバン大学科学技術研究科 
Tribhuvan University 

平成9年10月17日
（更新：平成17年1月20日） ※

5 中華人民共和国
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 ※

6 マレーシア
マレーシアサバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日） 

7 中華民国（台湾）
国立成功大学 
National Cheng Kung University 平成22年9月2日 ※

8 ドイツ連邦民主共和国
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean
Research Kiel 平成24年5月31日 

9 中華民国（台湾）
国立東華大学 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 

10 アメリカ合衆国
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University 
of Utah 

平成25年1月22日 

11 マレーシア
マレーシアサバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 

※：後に大学間交流締結

国際交流：大学間交流協定 

国名 機関名 締結日 備考

1 大韓民国
ソウル大学校
Seoul National University 

平成9年10月1日
（更新：平成14年10月1日， 
平成19年10月1日） 

2 大韓民国
釜慶大学校
Pukyong National University 

平成12年10月25日
（更新：平成17年10月25日， 
平成22年10月25日） 

3 中華人民共和国
南開大学
Nankai University 

平成18年5月11日
（更新：平成23年5月11日） 

4 インドネシア共和国
パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日
（更新：平成23年8月26日） ※

5 スイス連邦
スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日
（更新：平成23年6月13日） ※

6 ロシア連邦
極東連邦総合大学  
Far Eastern Federal University 平成19年11月12日 

7 オーストラリア連邦
タスマニア大学 
University of Tasmania 平成21年1月19日 

8 インドネシア共和国
ボゴール農科大学 
Bogor Agricultural University 平成21年7月29日 

9 中華人民共和国
蘭州大学 
Lanzhou University 平成22年4月9日 

10 ネパール連邦民主共和国
トリブバン大学 
Tribhuvan University 平成22年10月24日 ※

11 中華人民共和国
東南大学 
Southeast University 平成22年10月29日 ※

12 中華人民共和国
廈門大学 
Xiamen University 平成22年11月25日 
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１５ 予算 

年度 （単位：千円） 
運営費交付金 

平成２３年度 ９，７１５ 
平成２４年度 １０，３８６ 

 
 
１６ 安全管理 
 
実施項目 平成２３年度 平成２４年度 
防災訓練 ５月１３日 ５月９日 
実施内容：化学薬品吸着の取り扱い，排風機の取り扱い，AED の使用方法，防火・防災に関

するスライド上映，防火シャッター・防火戸設備の操作，屋内消火栓の操作 
安全教育 ４月〜５月 ４月〜５月 
実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き CD 版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マ

ニュアル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室単位で実施 
職場巡視 １０月〜１１月 １１月 
実施内容：教職員の安全管理に関する意識の高揚を図り，労働災害等の発生を防止するた

め，全ての実験室・居室等を対象に実施 
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国名 機関名 締結日 備考

13 中華人民共和国
西北農林科技大学 
Northwest A&F University 平成23年10月13日 

14 大韓民国
成均館大学校 
Sungkyunkwan University 平成24年12月27日 

15 中華民国（台湾）
国立成功大学 
National Cheng Kung University 平成25年1月25日 

※：責任部局として参画

連携協定：連携・協力に関する基本合意書

機関名 締結日

1 (株)星野リゾート・トマム 平成23年4月13日 

2 環境中間支援会議・北海道 平成23年12月15日 

3 (株)星野リゾート・トマム，占冠村 平成24年9月21日 

4 北海道コカ・コーラボトリング株式会社 平成25年7月29日 




